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第 1章 史跡の概要

第1節 史跡の位置と環境

亀井家墓所が所在する津和野町は、島根県西部に位置 (第1図 )し、北・東側が益田市、

南側が吉賀町、西側が山口県に接した位置に存在する。そして、東西27k m、 南北19k m

を測り、総面積307.09k mと なる。また、総面積の約8割以上が山林で、高津川や津和野

川の流域とその支流が入り込み、流域に市街地、集落、農地が点在し、まさに典型的な中

山間地域である。

亀井家墓所は、島根県津和野町

後田に所在し、本町の南東部にあ

たる山口県との県境に位置する津

和野城下町遺跡内に存在する。こ

の城下町は標高 350mに ある津和

野城の東側に所在 し、津和野川を

はじめとする河川沿いに東西 300

～ 500m、 南北 3kmの 平野部が城

下町である。また、東側には 400

m級の山々、さらに 900m級の山々

がそびえていて周囲を囲む形で盆

地状の地形を形成している。そし
第 1図 位置図

て、この城下町の北TRlに位置する乙雄山と呼ばれる山の中腹に亀井家墓所が在る。

第 2図 史跡位置図



第 2節 歴史的環境

津和野町には、これまでに多くの遺跡等が確認され発掘調査等を実施しており、今のと

ころ後期旧石器時代にまで遡る。旧石器は町内で唯―ナイフ形石器が喜時雨遺跡から出土

している。また、縄文時代以降の遺跡も数多く点在しており、開発等に伴いそれらの遺跡

の一部は発掘調査等によって解明されつつある。

城下町周辺においても多くの遺跡が点在している。西側には標高 350mの 山頂に津和野

城 (石垣)が現存している。また、城下町の南西側に位置する津和野川付近からは、古い

時代として、高田遺跡が確認され縄文時代早期の上器が出土している。その東側には大蔭

遺跡が確認されており、縄文時代後期から奈良・平安時代の遺跡がある。さらに南側には、

中世の山城である陶晴賢本陣跡があり、山の東側には長州藩へ続く主要街道である山陰道

が良好な状態で現存している。山陰道は、中世以降大幅なルー ト変更があり今 日において

は、現ルー トを山陰道と呼称している。このルー ト変更は、おそらく津和野城が現在の場

所に置かれ町の中心が移動したことに関係があると考えられた。本街道は日本海から津和

野を南北に貫き周防山ロヘと向かう道として、重要な街道であったと考えられる。また、

城下町から参勤交代で使用された十日市街道や津和野藩の飛び地へ行くための奥筋往還道

などもある。

中世津和野の領主吉見氏は、弘安 5年 (1282)に元寇再防備のため能登国から津和野北

部の木部地区に入り、その後 14世紀に津和野城を構えたと伝えられている。中世の津和野

城の大手日は近世以降の大手口とは反対側の喜時雨にあったと伝えられ、吉見氏の居館や

中世城下町も存在していた可能性が高い。しかし、16世紀末には城の東側に城下町の一部

を整備していたと考えられた。

江戸時代になると津和野藩として、慶長 6年 (1601)備前 (岡 山県)富山城主 (2万 4千

石)坂崎出羽守直盛 (成正)が津和野 3万石の城主として入城した。直盛は直ちに出丸を
築き本丸と共に石垣で城全体を強化した。徳川幕府による全国統一と幕藩体制の時代にな

ったとはいえ、幕府側の先鋒として長州藩と対立する位置にあった。そのため、平城へ移

行されつつある時代において山城のまま幕末まで迎えることになる。また、城の西側にあ

つた大手を東側に移して、南北 3 km、 東西 3～ 500mの細長い城下町の整備も行つている。
しかし、直盛は「千姫事件」を起こし、自害したため津和野藩主坂崎氏としては、わずか

16年という短い治世であつた。

そして元和 3年 (1617)、 因幡鹿野 (現鳥取市)亀井政矩が 4万 3千石の城主として入城
した。その後、城や城下町などは幾度となく修理、改装や屋敷の移転などを繰 り返し整備

された。そして、亀井家は 11代藩主亀井姦監まで続き明治維新を迎えることになる。



1 喜時雨遺跡
2 高田遺跡
3 大蔭遺跡
4 門林遺跡
5 傍僧原遺跡
6 観音平遺跡
7 狐尾遺跡
8 石田遺跡
9 西中組遺跡
10 桂川遺跡
11 山崎遺跡
12 元山遺跡
13 東中組遺跡
14 鷲原八幡宮流舗馬馬場
15 上寺田遺跡
16 津和野藩御殿跡
17 高崎亀井家屋敷跡
18 陶晴賢本陣遺跡
19 津和野城跡
20 喜時雨陣城跡

21 御陣場山城跡
22 茶臼山遺跡
23 段原山遺跡
24 丸山遺跡
25 伝吉見乳母の墓
26 伝吉見民部の墓
27 吉見小将正頼夫人の墓
28 吉見頼行の墓
29 上寺田石塔群´
30 津和野城下町遺跡
31 山陰道
32 津和野廿国市街道
33 津和野奥筋往還

① 亀井家墓所
② 永明寺
③ 光明寺
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第 3節 調査 に至る経緯

平成 15年度において、津和野城跡整備基本計画が策定され、その計画の中において津和

野城下町 (亀井家墓所も含む)の保存管理について併せて検討された。その城下町の構成

要素の一つである亀井家墓所の保存 。管理・整備・活用等を考える上で、津和野城整備計

画策定委員会から、墓所に関する現地調査や文献資料調査等をする必要がある、と指導を

受けた。そして、平成 21年度に調査計画を立てて、まず墓所全体の地形測量図の作成、さ

らに墓石の一部を実測調査することから始めたのである。

翌 22年度においては、昨年度からの引き続きである墓石の実測調査と石材の調査を実施

した。また、参道や排水路などの構造や配置を確認するための発掘調査や文献資料の調査

を行い、さらに、亀井家縁の寺である東京都港区にある青松寺や京都市の高台寺、金光院

にある墓石等についても併せて調査を実施した。

亀井家の菩提寺である永明寺には、亀井家藩主をはじめとした位牌が保管されており、

今回の調査に併せて調査を行つた。また、光明寺にも亀井家正室等の位牌が保管されてい

るため調査を実施した。

第 4節 調査の方法 と経過

調査方法としては、発掘調査、文献調査、石塔調査、位牌調査の 4つの調査を実施する

こととした。まず、発掘調査であるが、平成 21年 5月 21～ 22日 、文化庁記念物課文化財

調査官の水ノ江氏の指導により、遺構等を大きく破壊することなく、墓所造成に関わる資

料と墓所完成時の様子を確認するため数箇所の トレンチを設定して行 うことにした。遺跡

の保護を優先するため、表土や堆積土を除去する程度にし、部分的には深く掘削をするこ

とにしたが、出来る限り控える方向にした。

平成 21年 7月 6～ 7日 、白石太一郎氏 (奈良大学教授 当時)が来町され、墓所全体の
今後の調査についての指導を受けた。さらに、墓石の実測や拓本については、奈良大学の

内田氏の指導を受けて行 うこと、また、石材の調査も併せて実施する必要であるので、橿

原考古学研究所の奥田 尚氏に調査依頼をした方が良いとの指導を受けた。そして、平成
22年 3～ 4月 において、内四氏と奥田氏に来跡していただき、実際の調査方法等のご教授

を受けながら墓石の実測 。拓本・石材調査を開始した。

文献調査については、墓所に関する文献等が少ないため、各時代の城下町絵図を中心に

墓所の位置や墓石の位置などの変遷を調べることにした。

位牌の調査については、亀井家墓所に直按関係するものではないが、保存状態が良くな

いものが多いため調査を行 うことにした。調査の内容は、簡単な実測と写真撮影による記

録保存とし、構造や材質などの詳細な調査にまでは至っていない。



第 5節 津和野藩亀井家の略歴

①亀井家の概要

亀井姦矩 (武蔵守)【亀井家初代】は、弘治 3年 (1557)に 生まれた。後の天正 9年 (1581)

因幡国鹿野 (鳥取市鹿野町)城主となった。そして慶長 14年 (1609)隠居して京都に移

り住み、鹿野城主は政矩 (亀井家 2代)へ譲られた。政矩は元和 3年 (1617)因幡鹿野城

主から津和野藩 (4万 3千石)の城主として入城した。藩邸は当初、現代の役場がある殿

町 (城から北東)にあつたが、寛永 2年 (1625)2代姦政の時に火災により焼失した。そ

の後、城の大手付近の麓にあつた興源寺を寺田に移し、その跡地に藩邸として新築された。

②歴代藩主の遍歴

【①代】亀井政矩 (豊前守)

政矩は、因幡 (鳥取県)鹿野城
主であり、慶長 17年 (1612)正 月

25日 、父である姦矩の死後その封

三万人千石を継ぎ、加えて先に慶長

14年 (1609)秀 吉より伯者 (鳥取県)

久米 。河村両郡においてうけた五千

石を合わせて四万三千石をもつて、

元和 3年 (1617)7月 、津和野に移

封されてきた。

政矩は、病弱であつたらしく、京

都や江戸から蜂蜜や羊肉などを送る

ように命じており、薬飴・治病に心

がけていたことが窺える。

【②代】亀井姦政 (能登守)

通称は大力。元和 3年 (1617)桜

田邸で生まれる。父は津和野藩初代

政矩、母は松平康重女。元和 5年

(1619)10月 2代 目藩主に就任する。

寛永 12年 (1635)に は従五位下豊

前守に叙任。延宝 8年 (1680)12

月津和野で死去。享年 64歳であつ

た。津和野永明寺に葬られた。なお、

室は金森重頼女。宝永 4年 (1707)

江戸で死去。江戸芝青松寺に葬られ

た。
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第 4図 亀井氏略系図



【③代】亀井姦親 (隠岐守)

通称は松之助。寛文 9年 (1669)津和野で生まれる。蒐政の第 5子で母は水崎氏である。

初めは家老多胡家の養子であつたが、兄の姦朝が早世のため家督を継ぐことになる。延宝

8年には将軍家綱に拝謁。天和元年 (1681)2月 遺領を継承。貞享元年 (1684)12月 従五

位下能登守に叙任。元禄 4年 (1691)9月 奥詰となり、同年 10月 御小姓に転じ、隠岐守

に改める。翌年江戸城雁間に候じる。享保 16年 (1731)5月 津和野で死去。享年 63歳。

津和野永明寺に葬られる。なお、室は宗義真女。享保 13年 (1728)6月 江戸で死去。江

戸芝青松寺に葬られる。

【④代】亀井蒐満 (因幡守)

通称松之丞。宝永 7年 (1710)生まれ。姦親の第 7子。母は宗義真女。享保 11年 (1726)

兄能登守姦長の死去により嫡子となり、翌年 4月 将軍吉宗に拝謁、12月 従五位下因幡守

に叙任。同 16年 (1731)8月 遺領を継承。元文元年 (1736)4月 津和野で死去。享年 27歳。

津和野永明寺に葬られる。なお、室は板倉勝里の妹。蒐満の死去後に板倉家に帰居。

【⑤代】亀井姦延 (豊前守)

通称人十郎。享保 6年 (1721)2月 3日 麻布別邸で誕生。実は亀井能登守蒐長 (蒐満兄)

の子。母は側室。初め亀井宮内矩致 (姦親弟)の家を継ぐも、玄元文元年 (1736)姦満の

終に臨んで養子となり、6月 遺領を継承。7月 将軍吉宗に拝謁し、12月 従五位下豊前守に

叙任。寛保 3年 (1743)聞 4月 病により隠居。宝暦 6年 (1756)4月 津和野で死去。享年

35歳。津和野永明寺に葬る。なお、室は有馬則維女。夫に先立ち、元文 6年 (1741)正

月江戸で死去。江戸芝青松寺に葬られた。

【⑥代】亀井姦胤 (信濃守)

通称徳蔵。享保 10年 (1725)実は松平播磨守頼明の五男、母は久野氏。寛保 2年 (1742)

蒐延の養子となり、その女子を室とする。同 12月 将軍吉宗に拝謁。従五位下隠岐守に叙任。

輩年閏 4月 に所領を継承。延享 2年 (1745)10月 信濃守に改める。宝暦 2年 (1752)7月

津和野において死去。享年 28歳。津和野永明寺に葬られた。なお、室は菅沼定好 (蒐親実子)

の女子で養父姦延の養女。明和 6年 (1769)死去。江戸芝青松寺に葬られた。

【⑦代】亀井矩貞 (能登守)

通称吉二郎。元文 4年 (1739)総州本荘邸で誕生。実は菅沼定好 (姦親実子)の次男。
母は大島玄賀女。初め津和野藩士亀井宮内矩致 (数親弟)の養子となっていたが、宝暦 2

年 (1752)滋胤の終に臨んで養子となり、9月 所領を継承。12月 従五位下能登守に叙任。

明和 3年 (1766)5月 甲斐国の河川普請を助けたことにより時服 10領を賜つた。天明元

年 (1781)4月 にも同様の功があった。同 3年 (1783)4月 隠居。文化 5年 (1808)9月

弟J髪 し、三松斉と号した。同 11年 (1814)6月 16日 麻布別邸で死去。享年 79歳。江戸

芝青松寺に葬られた。なお、室は伊東祐隆女子。夫矩貞に先立ち、明和 8年 (1771)6月

江戸で死去。江戸芝青松寺に葬られた。



【③代】亀井矩賢 (隠岐守)

通称吉二郎。宝暦 H年 (1761)津 和野で生まれる。母は矩貞の妾西園寺雑掌浜崎正部女。
天明 3年 (1783)正月嫡子となり、3月 将軍家治に拝謁、4月 遺領を継承。江戸城柳間に候

じる。翌年 12月 従五位下隠岐守に叙任。文政 2年 (1819)5月 隠居。同 4年 2月 24日 麻

布別邸で死去。享年 61歳。芝青松寺に葬られた。なお、室は松平下総守忠啓女。夫に先立

ち、享和 3年 (1803)6月 江戸で死去。江戸芝青松寺に葬られた。

【⑨代】亀井蒐尚 (大隈守)

通称珪次郎。天明 6年 (1786)生まれ。実は矩貞の子。母は妾高木氏。文化 7年 (1810)

12月 実兄矩賢の養子となることが認められる。同 8年 (1811)12月 従五位下大隈守に叙任。

文政 2年 (1819)5月 家督相続。天保元年 (1830)12月 江戸で死去。享年 45歳。江戸芝

青松寺に葬られた。なお、室は阿部鉄丸政権姉。文久 4年 (1864)正月津和野で死去。津

和野永明寺に葬られる。

【⑩代】亀井姦方 (能登守)

通称珪次郎。文化 14年 (1817)2月 27日 麻布別邸で誕生。母は阿倍豊後守正織女。天

保元年 (1830)12月 従五位下能登守に叙任。輩 2年 3月 家督相続。同 10年 (1839)6月 隠

居。 12月 剃髪。tt H年 (1840)7月 12日 麻布市兵衛町別邸で死去。享年 32歳。江戸芝青

松寺に葬られる。なお、室は松平周防守康任女。のち離縁。

【①代】亀井蒐監 (隠岐守)

姦監は、文政 8年 (1825)10月 5日 、久留

米藩二十一万石、有馬頼徳の次男として江戸

で生まれる。天保 10年 (1839)4月 、15歳

で津和野藩亀井姦方の養嗣子となり、名を有

馬頼功 (よ りかつ)か ら姦監 (これあき、こ

れみと称したのは明治維新後)と 命鶉された。

その年 6月 には藩主の座についた。

その後、43歳の時に明治維新を迎えること

となり、明治新政府の参与職となる。

明治 18年 (1885)3月 17日 、熱海温泉で

中風を発症、同年 3月 19日 、年後 9時死去。

享年 60歳。
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，ヽ

イ
∫

写真 1



第 6節 墓所 の概要

亀井家墓所は津和野城下町の北束に位置し、乙雄山と呼ばれる標高約 185mの丘陵地に
造られている。当時、亀井家の菩提寺は永明寺であるが、墓所は向かい側の永太院の裏山

に位置する。墓所に行くには、永太院を抜けて行くしか現在は道がなく、墓所形成当初か

らそうであったのかについては分からない。そして参道を約 120m登つた所に鳥居がある
が、この鳥居は明治に入つてから亀井家が神道になってから立てられたものである。そこ

から約 30mの ところに墓所本来の入り口である正門があり、墓所の東側に位置し、北側に
寄っている所に建っている。

墓所は北狽」が東西に 36m× 12mの方形と南北に約 64m× 最大幅約 18mを測り、南側
に向かつて細長くなった形状をしている。全体としては逆 L字型を呈し、面積は約 1060ポ

を測る。

明治以降において東京から墓石を移転しているため、71基が狭い間隔で建てられている。

整備はされているが、藩主の古い順であるとか、決まった場所があるようには感 じられな

い。また、側室等の墓は敷地外にあり、10基ほど確認されている。
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第 2章 調査の概要
第 1節 文献・絵図の調査

亀井家墓所に関する文献等は、確認できる資料が非常に少ないのが現状である。その中

で「家記稿本」と城下絵図について述べたいと思う。

1.家記稿本について
家記稿本とは、津和野藩亀井家に関わる事象が細かく記録されたものである。全部で

25冊あり、内容別に分類してまとめられている。原本は亀井家が所蔵しており、津和野

町にはそれをコピーして製本されたものが亀井家より寄贈され保管されている。なお、確

かな制作年代は不明であるが、おそらく幕末から明治頃に制作されたものと思われる。

この家記稿本については、ほとんど調査がされていないのが現状のため、題名のみ紹介す

ることにする (順不同)。『歴代之部』一、二、三甲、三乙、四 補遺。『領地之部』一、二、
三・『歴代年譜略』。『邸宅及邸内 鎮斎神祈 之部』・『鹿毛筆の跡』上、下 。『津和野神社
社格昇進 道月神霊 三百年祭御贈位』。『徳川脂軍判物朱印 官位記』『古文書時代孝證』
『夫人及妾之部』『子女之部』『亀井姦監独「事蹟略』上、下・『附属 古文書写 元和ヨリ元
文二至ル』『附属 津和野高碕亀井家歴代要紀』『附属 雑件』甲、乙。
そして、亀井家の菩提寺や墓所についてにまとめられているのが『菩提院・墳墓 之
部』である。まず最初に鹿野菩提寺に係わる沿革が記されており、亀井家初代である姦矩

の葬儀のことや菩提寺 (香華寺)の ことについて書かれている。また、百回忌、三百回忌、
三百五十回忌を執り行つたことなどが書かれており、墓地の取扱についても細かく記録さ

れていて全体の約 30%にあたる。次に京都菩提寺に係わる沿革についてで、亀井姦矩と

正室の墓が黒谷金光院に建立されていること。さらに津和野藩初代の亀井政矩の墓が東山

の高台寺に祀られていることなどが記されている。次に津和野菩提寺に係わる沿革につい

て詳細に記されている。

津和野藩二代目の蒐政の時代から津和野

においての菩提寺永明寺になったことか

ら、慶應 3年 (1867)亀井滋監による神道

になり永明寺との関係が廃絶したことなど

が書かれている。この項目も全体の約 30

%にあたる。 (ま た、亀井家が神道になつ

た経緯などが書かれている。)最後に東京

菩提寺に係わる沿革について記されてい

る。特に亀井家と係わりが深い青松寺につ

いての記述が多い。末尾には、墳墓便覧と

して一覧表 (第 7～ 12図 )が掲載されて

おり、さらに津和野町の乙雄山にある墓地

の平面図が付随されている。

以上のように亀井家の菩提寺や墓所につ

いて詳しく記された資料である。この文献

を今回の調査の基本資料として利用して調

査を実施している。
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2.津和野城下町絵図について
亀井家墓所が文献等の資料に確認できるのは、津和野城下町絵図の中において描かれた

ものが一番古いと考えられる。現存する城下町絵図は正保期・元禄期・寛政期・天保期・

幕末期頃 。明治 38年のものがある。以下古い順に検証することにする。

まず、正保期 (1644～ 47年)の絵図 (第 13図 )であるが、墓所についての記述がされ
ていない。その理由の一つとして、亀井家が津和野に移封されてから27年であり、津和野

藩主亀井家として亡くなった人はこの時点ではまだ4人であつたため、墓所としてはまだ

整備されていなかつたと考えられた。

次の元禄期 (1688～ 1703年)の絵図 (第 14図 )には「御塔」と記されており、現在の

位置とほぼ同じで形状も似ている。次に寛政期 (1789～ 1800年 )の絵図 (第 15図 )も元
禄期のものとほぼ同じ形状で記されている。次の天保期 (1830～ 1843年 )の絵図 (第 16図 )

においても墓所は記されている。また、その形状においては南側が少し拡張されているよ

うに見られるが、現在の墓所の形状により近い形になってきたといえる。以上、この 3時

期の絵図では、墓所の位置と形状について確認することができたが、墓所の内部の配置等

については分からない。

次の幕末期 (1860年頃)の絵図 (第 17図 )と 明治 38年 (巻頭口絵)の ものは立体に描
かれていており、特に明治 38年の絵図は墓所だけを描いたものであり、詳しく描かれてい

て現代の墓所とほぼ同じであることが確認できた。

以上、絵図を検証した結果、正保期以元禄期の間に造られたと考えられる。

第13図 重要文化財正保城絵図 石見津和野城絵図 (国立公文書館所蔵)
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第14図 元禄期の城下絵図 (墓所部分 )

第15図 寛政期の城下絵図 (墓所部分 )
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第 16図 天保期の城下絵図 (墓所部分 )

第17図 幕末期の城下絵図 (墓所部分 )
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第 2節 墓石調査

1.はじめに
墓石については、実測、拓本、石材について調査を実施した。本節では実測と拓本を基

にその詳細を以下述べることにする。しかし、墓所内に在る明治以降の墓石については実

浪1等は行つておらず写真撮影のみとした。また、石材については、第 5節で詳細に述べる

ことイこする。               _

2.調査区の設定
墓所内において 71基、墓所外に 11基の墓石が現存している。これらは年代別等による

配置ではないため、調査を古い藩主から整理すると場所が点々としてしまうことから、約

11基程度ずつのエリアに分けて調査区を設定した。そして、北東から南西にかけてA～ G

区までを設定し、墓所外になる側室等の墓石についてもHと I区とし,現状確認として写

真記録のみを実施した。以下A～ G区については調査区ごとに詳細を述べることにする。

一
∞
□
圏
一
一
□
一
一

A地区

B地区

C地区

D地区

E地区

F地区

G地区

H地区

I地区

第18図 調査区配置図①
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3.A調査区
北東側に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

第 1表 A調 査区墓石観察表

番号 戒  基 氏名、系統
基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

A‐ 1 清閑院寂審松巖俊貞大姉 姦親の養女 6 cm 159 cm B 192釦 44 cm 櫛形角

A-2 観光院慈操妙音□童女 姦監の娘 98 clll 112 cm E 184 cm 36 cm 笠角

A-3 栴葉良香大童子 矩貞ノ六男 106 clll 112 cm E 179 cln 36 cm 笠角

A-4 幻海浮温□童女 矩貞ノエ女 84 clll 113 cm E 158 cm 36 cm 笠角

A-5 瑞光智仙□童子 姦尚ノニ男 80 clll 98 cm E 143 cm 36 cm 笠角

A‐ 6 春る院美玉夭桃□童女 蒐方ノ長女 81 clll 113 cm E 157 cm 36 cm 笠角

A‐ 7 美容玉鮮大童子 矩貞ノ三男 83 cm 116 cm E Q8労 硼 40 cm 笠角

A-8 楓林繊月□童女 矩貞ノニ女 112 cm 166 cm E 81 cID 39 cm 笠角

A-9 清玉露光童女 姦胤ノニ女 81 clll 114 cm E 157 cm 37 cm 笠角

A‐ 10 悟隻浄頓大居士 ①政矩 164 cm 482 cm A 283 cnl 30 cm 板碑

A‐ 11 光明院信替香順大姉 政矩ノ夫人 124 cm 365 cm B 210c14 45 cm 櫛形角

(  )は残存値、型については凡例を参照

凡 例

基壇型

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

石垣状に石を積み上げたタイプ

板状に加工した安山岩を組合せたタイプ

角になる部分に L字・コ宇状に加工したタイプ

Cタイプの上に傾斜をもつ葛石を置いたタイプ

ー石で作られた小型の基壇の上に傾斜をもつ葛石を置いたタイプ

墓石型

笠角タイプ 駒形タイプ 自然石タイプ

板碑タィプ 角形タィプ櫛形角タイプ

つ
る
つ
ね



A-1

簸
爾
圏
圏
日

A-2 A-3

A-4 A-5 A-6

A-7 A-8
第19図 A調査区実測1図 (1)(

A-9
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①代政矩墓 (A-10)

A― H

第20図 A調査区実測1図 (2)(1/40)
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4.B調査区
北側に位置する区域であるc詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

第21図  B調査区実測図 (1)(1/40)

第 2表  B調査区墓石観察表

番 号 戒   名 氏名、系統
眉 墓    不

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

B‐ 1 清光院榮隻正壽大姉 数矩ノ夫人 84 clll 296 cm B 170 cm 41 cm 駒形角

B‐ 2 頴光院松督枯柴大姉 数矩ノ長女 85 cm 292 cm B 197 cm 51 cm 駒形角

B‐ 3 浄照院鏡室清光大姉 数朝ノ夫人 126 cm 373 cm B 184 clll 40 cm 櫛形角

B‐4 前防州大守龍審浄和大居士 政矩ノ夫人の父 115 clll 327 cm B 220 cm 49 cIIl 櫛形角

B‐ 5 英樹院覺督清意大固定尼 姦矩ノ夫人 114 cm 291 cm B 192 cm 50 cm 櫛形角

型については凡例を参照

B二 2

25



__I______」

B-3

B-4

第22図 B調査区実測図 (2)(1/40)
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B-5

翻 図 B―離 翻    (3)(iV40)
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5.C調査区
北側に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

第24図  C調査区実測図 (1)(1/40)

第 3表  C調査区墓石観察表
番

号
戒   名 氏名、系統

基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

C‐ 1 智得院本督経月大姉 数政ノニ女 139 clll 384 cm C 182 clll 42 clll 櫛形角

C‐2 桃仙院棘室梢慶大姉 姦政ノ夫人 120 cm 330 clll C 200 clll 43 clll 櫛形角

C‐3 □性院一相全無大居士 姦政ノニ男 131 cm 380 clll C 191 cm 43 clll 櫛形角

C-4 秋林院光督榮月大姉 姦朝ノ夫人 21 clll 141 clll 93 clll 34 clll 櫛形角

C-5 春江院日慶大姉 姦矩ノニ女 7 clll 147 cm B 173 clll 44 cm 櫛形角

C‐6 中山道月大居士 (初 )姦矩 CIll CIll A CIll CIll 自然石

C‐ 7 芳山一夢童子 宏政ノ長男 10 clll 133 clll B 104 cm 32 cm 駒形角

C-8
局松脱否誉宗

薫固定法尼

山甲屁之助
幸ロノ義

5 cm 167 cm 159 cm 39 cII 櫛形角

C-9 厭珠院正覺妙印大姉 姦親ノ長女 94 clll 304c皿 B 183 cm 39 cm 櫛形角

型については凡例を参照

C-1

28



C-2

協
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小
I  と|▼子|
1人

C-3

第25図 C調査区実測図 (2)(1/40)
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C-4 C-5

数矩 (初代)墓 (C-6)

第26図  C調査区実測図 (3)(1/40)

C-7

C-8

σ

騒

翻

圏

爾

躍

酸

盛

It___」

C-9
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6.D調査区
ほば中央に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

姦尚 (⑨代)墓 (D-1)
第27図 D調査区実測図 (1)(1/40)

第 4表 D調査区墓石観察表

番号 戒   窮 氏名、系統
基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

D-1 荘敬院義質道順大居士 ⑨数尚 142 cm 354 clll D 256 cm 49 cm 櫛形角

D‐ 2 梅心院壽香貞順大姉 姦尚ノ夫人 117 cm 241 clll C 230 cln 44c皿 櫛形角

D‐ 3 陰山慈光童子 蒐政ノ九男 8 cm 163 cm 122 cIB 35 clll 櫛形角

D‐4 碧雲智峯童子 姦親ノ七男 5 cm 121 cm 127 cm 33 clll 櫛形角

D‐ 5 梅窓葵香大童子 姦満ノ長男 85c皿 114 clll E 107 cm 34 cm 櫛形角

D‐ 6 慈雲院甘露法河大姉 慈政ノ三女 102 cm 240 cm B 195 clll 43 cm 櫛形角

D‐ 7 青松院繁督榮岳霊俊大姉 姦政ノ四男 106 cm 242 cm C 177 clll 46 cm 櫛形角

D-8 法雲院隆督秀興大姉 姦政ノ妾 95 cm 338 cm C 185 cm 42 cm 櫛形角

D-9 聖諦院廓山義然大居士 ②姦政 118 cm 363 cm D 259 clll 52 cm 櫛形角

D‐ 10 順照院月鉛宗澄大姉 姦政ノ七女 68 clll 248 cm B 188 cm 49c皿 櫛形角

型については凡例を参照



D-2

D-3 D-4

D― -5 D-6
D調査区実測1図 (2)(1/40)第邪図
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D-7

D-8

第29図 D調査区実測図 (3)(1/40)
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姦政 (②代) 墓 (D-9)(1/40)

第30図 D調査区実測図 (4)(1/40)
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7.E調査区
中央部 (広い区域)に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明

に代えたい。

第31図  E調査区実測図 (1)(1/40)
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第 5表  E調査区墓石観察表

番 号 戒  名 氏名、系統
基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

E-1 成仙院壺本貞玉大固定尼 姦延ノ夫人 20 cm 123 cm 125 clll 34 cm 櫛形角

E-2 寛量院仁嶽道智大居士 ⑤芝延 155 clll 364 clll D 234 cm 49 clll 櫛形角

E‐ 3 蟹鶴院勲翔玄空大居士 ⑩姦方 170 clll 359 clll D 252 cm 49 cm 櫛形角

E‐ 4 賢催院崇隆泰翁大居士 ③矩賢 155 cm 358 cm D 251 clll 47 cm 櫛形角

E‐5 童女 童子 合□之墓 81 cm 138c皿 139 cm 37 cIB 角形

E‐6 大龍院雲嶽了天大居士 姦親ノニ男 91 cm 243 clll C 209 cm 49 clll 櫛形角

E‐ 7 秋林棘桂□童女 矩賢ノ長女 73 cm 112 cm E 171 cm 36 cID 笠角

E‐8 孤月良秋全禅童女 姦胤ノ長女 80 cID 112 clll E 177 cm 37 cm 笠 角

E-9 □山翠月大童子 姦満ノニ男 95 clll 226 cm C 187 cm 39 cm 櫛形角

E-10 清涼院心月現空大居士 蒐政ノ三男 87 clll 334 cm C 181 cm 42 cm 櫛形角

E-11 養壽院崇月源光大居士 ④姦満 127 clll 359 cm D 265 clI 48 cm 笠角

E‐ 12 天容院心月孤園大姉 矩貞ノ四女 59 cm 181c剛 C 172 clo 35 clll 櫛形角

E… 13 鎮海珠光大童子 矩賢ノ長男 77 cm 113 clll E 177 cm 38 clll 笠 角

E‐ 14 竺仙院法山祖應大居士 ③姦親 136 cm 177 clll D 260 cm 48 cm 笠角

E‐ 15 覺如院自境融心大姉 姦親ノ夫人 112 cm 244 cm C 200 cm 48 cm 櫛形角

E‐ 16 本源院一園賞性居士 姦政ノ四男 10 cm 153 cm 169 cm 36 cm 櫛形角

E‐ 17 真龍院駆晏玄珠大居士 姦親ノ長男 112 cm 337 cm C 195 cm 42 cm 櫛形角

型については凡例を参照
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姦延 (⑤代)墓 (E-2)

姦方 (⑩代)墓 (E-3)
第32図 E調査区実測図 (2)(1/40)
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矩賢 (③代)墓 (E-4)

図

E-6

第33図 E調査区実測図 (3)(1/40)
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第34図 E調査区実測図 (4)(1/40)
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E-10

姦満 (④代) 墓  (E-11)

第35図  E調査区実測図
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E-12 E-13

姦親 (③代)墓 (E-14)

第36図 E調査区実測図 (6)(1/40)
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E-15

E-16 E-17

E調査区実測図 (7)(1/40)第37図
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第 6表 F調査区墓石観察表

番号 戒  名 氏名、系統
基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

F-1 徳祥院浄運了海大居士 ⑦矩貞 167 cm 486c皿 D 256 cm 48 clll 櫛形角

F-2 透開院大道玄機□童子 姦監ノニ男 73 cm 114 cm E 164 cm 35 cm 笠角

F‐ 3 弘徳院通方白韓大童子 姦監ノ長男 99 cln 344 cm C 224 cm 50 cm 櫛形角

F‐ 4 無 し 姦建ノ夫人 65錮 117 cm 141 cm 34 clll 角形

F-5 無 し (15)姦建 72 clll 130 cn 156 cm 37 clll 角形

F-6 玄照院園應常鑑大居士 姦胤ノ男 123c翻 335 cm C 217 cm 49 cm 櫛形角

F-7 陽昇院徳巖賢飛大居士 ⑥姦胤 77 cln 243 cm D (108)cm 24 cm 櫛形角

F-8 玉顔瑞光大童子 矩貞ノエ男 82 cm 183 cm E 161 cm 36 cm 笠角

8.F調査区
南西に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

)は残存値、型については凡例を参照

第38図  F調査区実測図 (1)(1/40)

矩貞 (⑦代)墓 (F-1)
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絨

爾

日

理
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=

F―Ⅲ3

F-6

第拗図 F調査区案測1図 (2)(1/40)
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F―-3

議leL(⊆断り墓 (F-7)

第40図 F調査区案測図 (3.)(1/40)
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9.G調査区
南端に位置する区域である。詳細については下記の観察表をもつて説明に代えたい。

第41図 G調査区実測図 (1)(1/40)

第 7表 G調査区墓石観察表

番号 戒   名 氏名、系統
基  壇 墓  石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

G‐ 1 無 し 姦常ノ夫人 65 cm 117 cm 138 cm 34 cn 角形

G-2 無 し (14)蒐常 72 cm 128 cm 148 cm 37 cm 角形

G-3 無 し 姦明後正室養子 無 し 無 し 168 clll 112 cm 自然石

G‐ 4 無 し 姦明ノ夫人 無 し 無 し 178 clll 84 clll 自然石

G‐5 無 し (13)姦明 無 し 無 し 190 cm 1 10 clll 自然石

G-6 無 し 滋監ノ夫人 無 し 無 し 178 cm 102 clll 自然石

G-7 無 し ①姦監 無 し 無 し 175 clll 138 cm 自然石

G-8 謙光院良山篤譲居士 矩賢ノニ男 104 clll 293m C 206 clll 48 clll 櫛形角

G‐9 霊性院真操慧俊大姉 矩賢ノ夫人 103 cm 294 cm C 212 clll 48 cm 櫛形角

G‐ 10 瑶泉院月涵園映大姉 矩貞ノ夫人 114 cn 359 cm C 223 cm 47c剛 櫛形角

G-11 陽晃院高墓壽照大姉 姦胤ノ夫人 105 cm 253 cm C 213 clll 48 cm 櫛形角

型については凡例を参照

気
と
＆
為
黎
一一一番
乏
有
ゑ
ュ
基

蒐監 (①代)墓 (G-7)
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G-8

G-9‐

第42図  G調査区実測図 (2)(1/40)
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G-10
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第43図 G調査区実測図 (3)(1/40)
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10.H調査区
墓所区域外の東側に位置する区域である。実測図は作成していない。詳細については下

記の観察表をもつて説明に代えたい。

第 8表 H調 査区墓石観察表

■.I調査区
墓所区域外の南東側部に位置する区域である。実測図は作成していない。詳細について

は下記の観察表をもつて説明に代えたい。

第 9表  I調査区墓石観察表

番号 戒  名 氏名及び系統
基  壇 墓   石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

I-1 真光廉外智鏡大姉 数尚夫人の侍女 27 cm 66 clll 16 cm 30 cm 櫛形角

I-2 洞源院殿□喚常春大姉 矩貞の妾 89 clll 122 cm 94 cm 38 cm 笠角

I-3 秀雲院桂室慈芳大姉 矩貞の妾 81 cm 116 cm 79 cm 38 cm 笠角

I-4 廣寒院殿性月張宮大姉 矩貞の妾 81 cm 120 cm 90 clll 38 cm 笠角

型については凡例を参照

番 号 戒  名 氏名及び系統
石

高 さ 幅 型 高 さ 幅 型

H-1 定心院女 43 cm 80側 98 cm 24 cm 角形

H-2 隆哉院恵産宗綱大姉 12 cm 97 cIB 154 cm 32 cm 笠 形

H-3 芳信・特護・林・順林 蒐長、蒐尚の妾 44 cm 84 cm 119 cII 31 cm 角形

H-4 賓林院松審慈薫大姉 姦胤の妾 82 cm 116 cm E 182 cm 3 1 cII 笠 形

H-5 受教院伝園督法頓大姉 姦政の妾 無 し 無 し 217 cm 37m 笠角

H-6 冷照院殿満督盈月大姉 姦政の妾 無 し 無 し 189 cm 42 cm 櫛形角

H-7 廉心院殿戒智大姉淑霊 矩貞の妾 無 し 無 し 175 cm 38 cm 櫛形角

型については凡例を参照
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第 3節 発掘調査について

1.調査区の設定
調査区に設定については、墓所という特性もあり、墓石や灯籠等が数多く現存している

ことから、それらに危害が加わらない場所設定することにした。発掘調査箇所としては、

4ヶ所を南側から調査区 Iと して北東側に向けて調査区Ⅳまで設けた。

院
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叔
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寺
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」 計

中声
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第44図 調査区配置図②

飼

命

ｏ
。

49



190.0と a

2.調査の概要
【調査区 I】 本調査区は、 lm× 5mの東西に細長く設定した。ほぼ中央付近において切土
と盛上部分が確認された。おそらく西側の山を削り東側へ盛上して平坦部を形成したので

はないかと考えられた。城下町形成期である江戸初期に形成された区画なのか、遺物等が

出上していないため時期的なことを特定することはできなかった。

表上下は黄褐色上の上を版築工法によって、固められている。参道部分も発掘している

が、参道部分が特別な施行方法で施されていることは確認できなかった。
′1

｀`
ゝ`
｀`
6

1              lm

1  ) 三gi者色± 5YR7/8
)3.橙 褐色± 2.5YR6/8′ 4.橙褐色± 5YR6/8
5.にぶい褐色± 5YR5/4
6.橙褐色± 7.5YR6/8
7.黄橙褐色± 5YR8/8(地 山 )

第 45図 調査 区 I土層図 (南壁 )

【調査区Ⅱ】本調査区は、 lm× 2mの東西に長く設定した。全体として盛上部分であるこ
とは確認できた。地形から見ても谷部に当たることからも、調査区周辺の約 20× 10mの

区域を盛土して平坦部を形成したと思われた。遺物等は出土しなかった。

東側の一部が参道であったが、その部分だけ版築により固められた層を確認した。また、

その下層にもう1層検出された。調査区 Iでは確認できなかったが、おそらく参道部分を

歩くため、表土を固く施工した痕跡が確認でき、他の盛土部分とは区別して整備 している

と思われた。また、どの程度の深さで盛土したのか調査区が狭いため、深く発掘すること

ができなかった。

1.表土
2.黄橙褐色± 7.5YR7/8  粘質土
3.黄橙褐色± 7.5YR8/8  砂質土
4.暗黄橙褐色± 10YR8/8 砂質土
5.灰褐色± 7.5YR6/6   粘質土
6.橙褐色± 7.5YR6/6   粘質土
7.黒褐色± 7.5YR2/2   砂質土

第46図 調査区Ⅱ土層図 (南壁 )

190.0■ n
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【調査区Ⅲ】本調査区は、 lm× 2mの南北に長く設定した。
判断した。地形的にも東側に少し切り出した部分に当たる。

遺物等も確認することはできなかった。

全体として切上部分であると

表土を掘削すると地山になり、

189.Oln

0                       1m

l.表土 (基礎石と思われるものが出土 )
2.明黄褐色± 10YR7/6  粘質土 (2～ 5 cm大の石を多く含む )
3.灰褐色±  7.5YR4/2 粘質土 (2～ 5 cm大の石を多く含む )
4.橙褐色±  5YR6/8  (地 山 )

第47図 調査 区Ⅲ土層図 (東壁 )

【調査区Ⅳ】本調査区は、墓所の東端に lm× 2mの南北に長く設定した。調査区Ⅲ区と

同様に表上の下層が地山であつた。おそらく切土によつて平坦部を造ったものと思われた。

遺物等は確認できなかつた。

3。 調査結果

今回の調査では、墓所の形成に関わる資料を得るために実施した。 4ヶ所の調査区から

得られた情報としては、参道について石畳などの特別な施行は施されていなかつたことが

上げられる。そのため、道と墓石が置かれている所との境界がはつきりしていない。

調査区 I付近が墓所のための平坦な場所を作るときの切土と盛上の施工跡が確認でき

た。墓所の南東部分は、おそらく盛土によつて作られた平地であると思われた。また、調

査区Ⅱ付近は盛土、調査区Ⅲ・Ⅳは切上により平坦部を造ったと考えられた。しかし、こ

れらの調査区からは出土遺物等が検出されなかったこともあり、整備された年代について

は分からなかった。
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第 4節 位牌について

位牌については、そのほとんどが津和野町にある永明寺と光明寺に現存している。本報

告書では、この二つのお寺にある位牌について調査を実施した。その詳細については以下

で述べる。

ここで紹介した位牌以外のものについては、どこに納められているのか現段階では分か

らなかった。

【光明寺】

光明寺においては、16基の位牌を確認した。その詳細については以下の観察表をもつて

説明に代えたい。なお、順番は墓所における墓石位置番号と連動する。

第 10表 光明寺位牌観察表

番号 戒名 年月 日 備考

C-8 高松院殿香督崇薫大姉 寛永廿年十一月十四日 山中幸盛公室

B-5 榮寿院殿覚審清意大姉 寛永十七年人月十七日
亀井姦矩公室

幸盛公息女

A-11 光明院殿信督香順大姉 慶安二年二月人日 亀井政矩公室

D-8 法雲院殿隆督秀興大姉 貞享四年二月十六日 亀井姦政公室

H-6 冷照院殿満督盈月大姉 寛文三年十二月二 日 姦雲院殿御母堂

清玉露光大童女 寛政二年人月四日 亀井信濃守御息女

D-7 青松院繁督榮岳霊俊大姉 元禄九年十月十一 日 亀井姦政公御息女

萬松院殿霊海数白大姉 元禄十二年二月十七 日 亀井姦政公御′急女

H-5 受教院伝園審法頓大姉 正徳二年二月七日 人幡田中権僧正御母堂

政樹院殿林誉素榮大姉 享保元年九月十四日 近江澤山松平宮内室

宝林院殿松暮蒐薫大姉 明和四年二月十九 日 玄照院殿御母堂

A-1 清閑院殿寂誉松巌俊貞大姉 享保元年十月十七 日 松平周防守康豊公室

正四位下中将南涙源怒公神主 天保十三年四月六 日 松平讃岐守頼恕公

賢正院殿信督超證清林大姉 文政十二年四月九 日 松平讃岐守室

□徳院鳳蓮社賢輝光源襄大居士 文政十二年人月廿五 日 松平頼儀公

園β院殿満督威光清月大騨定尼 弘化二年二月十五 日 松平頼儀公室

９

留



【永明寺】

永明寺においては、位牌を安置するための特別な部屋 (約 30ポ )カミ設けられている。そ

の中央正面には亀井政矩公 (亀井家初代)の像が祭られ、その両側に十数基が並び、左右

には約 30基づつ整然と並べられている。

永明寺は菩提寺であることから歴代

の藩主の位牌はすべてここに安置され

ている。しかし、津和野藩最後の藩主

である姦監以降については、神道に変

わったために位牌は作られていない。

ここに在る位牌については、その破

損状況や腐食状況から判断して墓石の

ように後世において修復したり立て直

すということはほとんど無いと考えら

れた。そのため、年数が経っている物

も多く、脆く壊れ易い状況であつたた

め、詳細に実測することは困難であると

判断し、最低限の数値 (第48図の位置を

測定)を測り、写真撮影をして記録に残

す作業を実施した。

詳細については、以下の観察表をもつ

て説明に代えたい。なお、番号は墓所に

おける墓石位置番号と連動する。

幅③

第48図 位牌測定位置図

第49図 永明寺位牌堂位置図
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22
 5

20
3

19
7

早
逝
玉
顔
瑞
光
大
童
子
幽
位

玄
照
院
殿
国
應
常
鑑
大
居
士

寛
政
二
庚
戊
歳
正
月
二
十
九
日

明
和
三
年
丙
成
十
二
月
初
八
日

亀
井
直
八
郎
源
落
休

順
照
院
殿
月
鉛
宗
淮
大
姉

６
５ 一 　 　

６
７ 　 　 一
６
５

７
８

一 　 　

７
８

　 　 一
‐
９

‐
６
３

一 　 　

９
２

　 　 一
‐
６
５

‐
９ 一 　 　 れ 　 　 一 ２
‐

元
禄
六
癸
酉
歳
四
月
十
八
日
柳
生
帯
刀
殿
室

鳳
珠
院
殿
正
覺
妙
印
大
姉

鮮
光
院
殿
緑
顔
浄
青
童
女

献
費
永
二
乙
百
年
間
四
月
七
日

鮮
費
永
七
庚
寅
年
四
月
七
日

石
二
姫
君
卒
至
費
暦
壬
午
年
□
及
五
十
有
餘
年
以
姉
妹
忌
日

同
月
同
日
故
合
同
牌

ケ
ー
ス
あ
り

ケ
ー
ス
あ
り

F-
3
寇
監
の
長
男

弘
徳
院
殿
通
方
白
韓
大
童
子

安
政
大
亡
未
年
七
月
十
三
日

G-
3
矩
賢
の
二
男

霧
胤
の
夫
人

姦
胤
(6
代
)

謙
光
院
殿
良
山
篤
譲
居
士

文
化
六
壬
巳
年
二
月
二
十
日
亀
井
秩
五
郎

G 
ll
F-
7

陽
光
院
殿
高
皇
□
大
姉
淑
霊

陽
昇
院
殿
篠
巌
賢
71
C大
居
士

43 40
3

10 78

15 13
6

宝
暦
二
壬
申
年
七
月
九
日
開
閣
楳
仙
依
公
許
□
之

天
明
二
壬
寅
年
二
月
九
日
箋
井
出
雲
守
姦
峯
公

ケ
ー
ス
あ
り

ケ
ー
ス
あ
り

本
源
院
殿
前
出
雲
守
操
岳
胤
真
大
居
士

D-
5

D-
3

姦
満
の
長
男

滋
政
の
九
男

前
椋
按
権
僧
正
宗
清
神
儀

17
裏
に
文
字
あ
り
:享
保
七
壬
寅
歳
九
月
初
八
日

梅
憲
羹
香
大
童
子

陰
山
慈
光
童
子
幽
位

47
 2

51
8

14
6

12
2

14
7

12
7

14
1

19
5

ケ
ー
ス
あ
り

在
名
亀
井
千
之
助
芝
政
公
之
令
子
也

悲
母
智
光
院
尼
建
焉

E-
15

E-
10

芝
親
の
夫
人

本
源
院
殿
一
国
貧
性
居
士
覺
霊

６
５

一 ６
４

18
3

17
8

15
9

17
7

８ 　 ” ９

在
称
亀
井
大
助
政
相
公

乏
政
公
之
令
子
也
二
十
七
歳
而
逝
尖
 
智
光
院
信
尼
建
焉

寇
政
の
三
男

清
涼
院
殿
心
月
現
空
大
居
士
覺
轟

天
和
三
壬
戊
歳
六
月
初
二
日
在
称
亀
井
式
部
公

・ 一 一 劇

玉
蘊
院
殿
幻
空
智
光
□
童
女
幽
位

文
化
十
一
甲
成
年
五
月
初
六
日

矩
貞
の
五
女

春
光
院
殿
真
室
貞
操
大
姉

34
 3 68

10
6
22 20
9

11 22
5
22

明
治
六
百
年
四
月
四
日

早
世
幻
海
遍
蒋
童
女
幽
位

寛
政
二
庚
戊
歳
九
月
二
十
九
日

天
員
院
殿
香
蓮
慈
澤
童
女
幽
位

文
化
十
四
T丑
歳
五
月
二
十
五
日

A-
8
矩
貞
の
二
女

楓
林
繊
月
禅
童
女
霊
位

清
雲
院
殿
榮
林
智
芳
大
姉

62
9
51
3

71
3

65
 9

54
 6

18
7

19
4

17
7

17
9

15
9

16
3

16
6

10
2

20
 4

20
 3

23
 1

天
明
三
癸
卵
四
月
二
十
五
日
秋
月
山
城
守
種
徳
室

諦
心
院
覺
性
回
明
大
姉

七
月
初
五
日

・
６ 一 翌 一 翌

Ｄ ” Ｃ 一 Ａ

姦
政
の
三
女

姦
政
の
夫
人

姦
監
の
娘

慈
雲
院
殿
甘
露
法
河
大
姉
淑
霊

費
永
七
庚
寅
歳
十
月
十
日

姦
政
公
息
女
塔
干
津
和
野
□
山

砂
L仙
院
殿
・
室
梢
桂
大
姉
淑
霊

20
 3

15
6

23
 6

延
宝
四
丙
辰
歳
四
月
十
二
日
全
無
居
士
之
悲
母

文
久
元
辛
酉
年
六
月
十
二
日

観
光
院
殿
慈
操
妙
音
碑
童
女

CJ
姦
朝
の
夫
人

秋
林
院
殿
光
督
榮
月
大
姉
霊
位

80
4

寛
文
十
一
年
辛
亥
十
月
七
日

B-
3

G-
10

弦
朝
の
夫
人

姫
貞
の
夫
人

浄
照
院
殿
鏡
室
清
光
大
姉
霊
位

雫
泉
降
殿
瓶
酢
丈
姉
口
璽

80
5
75
4

22
2
23
6
23
8
寛
文
三
年
癸
卵
六
月
二
十
日

22
2

明
和
八
年
辛
卵
六
月
十
二
日
逝
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表
 
永
明
寺
位
牌
観
察
表

番
号

氏
名
及
び
系
統

成
名

高
さ

幅
3)

幅
②

幅
3

裏
面

備
考

E-
15
舷
親
の
夫
人

覺
如
院
殿
自
境
融
心
大
姉
淑
霊

76
6

鎗
井
姦
親
公
御
室
享
保
十
三
戊
申
歳
六
月
廿
四
日
逝
去
葬
武
州

青
松
寺

G9 D-
2

政
徳
院
殿
慈
性
明
意
大
姉
淑
霊

68

80
 4

18
2
21
6

16
3
21
7
19
5

矩
賢
の
夫
人

姦
尚
の
夫
人

霊
性
院
殿
具
操
意
俊
大
姉

22
 1

22
 5

梅
心
院
殿
壽
香
貞
順
大
姉

早
世
秋
林
嫌
桂
碑
童
女
幽
位

文
久
四
甲
子
年
正
月
八
日

E-
7
矩
賢
の
長
女

66
 9

79
 9

20
7
寛
政
三
辛
亥
歳
七
月
二
十
六
日

有
馬
□
回
公
之
令
嬢
義
井
乏
政
公
御
室
元
文
六
辛
酉
歳
正
月
廿
四

日
逝
去
葬
武
州
青
松
寺

E-
1
芝
延
の
夫
人

成
仙
院
殿
壷
今
貞
玉
大
禅
定
尼
淑
霊

23 19
9

慈
眼
院
殿
海
印
β
光
大
姉
淑
霊

清
池
院
殿
蓬
月
智
芳
□
童
女

12
2

享
保
十
五
庚
成
暦
十
月
二
十
一
日

65 69
2

19
3
17
7
19
4

E-
12

A-
6

1-
3

矩
貞
の
四
女

天
容
院
殿
心
月
孤
国
大
姉
淑
雲

７

一 ８

２
‐

一
‐

21
7
19

寛
政
元
巳
百
歳
七
月
十
五
日

姦
方
の
長
女

早
世
美
玉
夭
桃
禅
童
女
幽
位

矩
貞
の
妻

廣
寒
院
殿
性
月
張
宮
大
姉

清
光
院
殿
榮
曳
正
壽
大
姉

62
5

寛
政
七
卵
□
四
月
十
七
日

B-
1
姦
矩
の
夫
人

凱 一 ７ 一 ８

20
寛
永
六
巳
巳
六
月
八
日

天
明
二
T寅
二
月
二
十
六
日
□
井
能
登
守
姫
貞
公
俊
室

H-
7
矩
貞
の
妾

廉
心
院
殿
成
回
智
誠
大
姉

62
8

69
 2

８ 一 ８

‐
９ 一 れ

玉
心
院
殿
天
好
良
資
大
姉
淑
霊

智
得
院
殿
木
督
経
月
大
姉
淑
霊

鳥
居
忠
胤
公
御
室
元
文
五
庚
申
歳
十
月
廿
八
日
逝
去

葬
武
州
青
松
寺

C-
1
姦
政
の
二
女

７ 一 ９

延
宝
四
丙
辰
歳
五
月
十
九
日
左
名
鶴
姫
公

青
蓮
院
殿
不
味
香
目
繭
童
女

洞
源
院
殿
口
陵
常
春
大
姉

20
2

文
政
七
年
甲
申
柔
井
大
隅
守
□
尚
公
四
女

六
月
廿
四
日
波
姫
君

I-
2
矩
貞
の
妾

70
 5

57
 8

30
2

寛
永
二
乙
丑
歳
正
月
五
日
政
矩
公
令
女
竹
姫
君

C-
5
宏
矩
の
二
女

春
江
院
殿
日
慶
大
姉
霊
位

一 一 Ｆ ＆
蠍 一 状

姉 一 慰

清
賢
院
殿
貞
節
久
光
大
姉

62 16
7

10
7

26
 3

28
 2

亀
井
久
子

D-
1

F-
1

荘
敬
院
殿
前
隅
州
太
守
義
質
道
順
大
居
士
TI
儀

徳
祥
院
殿
前
□
州
大
守
β
運
了
海
大
居
士
神
儀

聖
請
院
殿
前
豊
州
太
守
廓
山
義
然
大
居
士

天
保
元
庚
寅
年
十
二
月
二
十
有
五
日

84
 2

24
5

文
化
キ
ー
甲
成
季
六
月
十
六
日

D-
9
姦
政
(2
代
)

84
2
84
 5

23 23
3
17
3

25
 4 24 1
6

23
8
延
費
八
年
庚
申
十
一
月
十
八
日

・
３ 一 　 一 望

Ｅ 一 　 一 Ｅ

姦
方
(1
0代
)

矩
賢
(8
代
)

豊
鶴
院
殿
前
能
州
大
守
期
ll
B玄
空
大
居
士
神
儀

27
3
20 26
3

弘
化
三
丙
午
年
二
月
九
日

慧
雲
院
殿
―
等
妙
□
日
潤
大
姉
霊
位

賢
確
院
殿
前
隠
州
大
守
崇
隆
泰
翁
大
居
士
神
儀

文
政
四
年
四
辛
巳
年
二
月
二
十
有
四
日

昔
元
和
五
巳
未
年
八
月
十
五
日
亀
井
豊
前
守
殿
他
□

A-
10
政
矩
(1
代
)

前
豊
)‖
太
守
悟
聖
浄
頓
大
居
士
神
儀

10
6 
7

61
8

29
 5

18
7

30 96 12
2

C-
6
乏
矩
(初
代
)

前
武
州
大
守
中
山
道
月
大
居
士
神
儀

18 20
7
義
井
武
□
守
御
位
牌
欄
誉
代
再
□
□
□

崇
賢
院
殿
忠
誠
姦
常
大
居
士
尊
儀

前
武
州
太
守
中
山
道
月
大
居
士
神
儀

Ｃ
・
６

一
Ｅ
・
‐
４

一
Ｅ
・
‐
１

姦
矩
(初
代
)

55
 9

85
 7

．

一
２
３
８

86 16
5

24
 2

16
2

24
8
26
 2

慶
長
十
七
壬
子
年
正
月
廿
六
日
亀
井
氏
姦
矩
公
賢
永
二
乙
百
番

二
月
廿
六
日
第
四
代
順
孫
亀
井
隠
岐
守
姦
親
公
建
焉

弦
親
(3
代
)

弦
満
(4
代
)

竺
仙
院
殿
前
隠
州
太
守
法
山
祖
應
大
居
士
神
儀

享
保
十
六
辛
亥
歳
五
月
二
十
九
日

養
壽
院
殿
前
因
州
太
守
崇
月
源
光
大
居
士
神
儀

享
保
廿
―
丙
辰
歳
四
月
和
八
日

F-
7
姦
胤
(6
代
)

陽
昇
院
殿
前
信
州
太
守
徳
巖
賢
71
d大
居
士
神
儀

82
9
84
 8

55
 5

23
 5

23
 7

費
暦
二
壬
申
年
秋
七
月
初
九
日

E-
2
姦
延
(5
代
)

寛
量
院
殿
前
豊
州
太
守
仁
嶽
道
智
大
居
士
神
儀

24
7
99 2
0

25
 8

21 21
2

墓
暦
六
丙
子
年
四
月
初
四
日

覺
誠
院
殿
種
徳
弦
建
大
居
士
尊
儀

平
成
四
年
一
月
廿
一
日
亀
井
姦
建
八
十
一
歳

大
良
院
殿
前
羽
林
鴻
帳
郷
譲
漢
道
温
大
居
士

72
4

天
保
十
五
甲
辰
年
四
月
甘
三
日
前
筑
後
大
守
有
馬
玄
蕃
頭
頼
徳
公

隠
岐
守
宏
監
公
御
冒
父



第 5節 墓石の石材 について
(記 奥田 尚)

①はじめに

乙雄山にある亀井家の墓所に使用されている石造物の石材を主として裸眼,一部を肉眼
で観察した。また,当 時の石材使用の流れを比較するために森家,馬場家,津和野藩の家
老の牧家の墓所の石造物に使用されている石材も一部であるが観察した。以下に,観察し

た石造物の石材の石種と推定される石材の採石地,石材の使用傾向,石材にみられる問題

点について述べる。

②石材の石種とその採石地

津和野城跡がある津和野付近の地質は中生代にプレー トの沈み込みによつて形成された

メランジュの基盤からなる。また,新生代の火成活動によって斑岩や扮岩,輝緑岩がこの

基盤に貢入して岩脈を形成し,噴出した安山岩が山頂部に分布する。基盤は砂岩やチャー

トのレンズ状 。ブロック状をなす岩体が泥質岩中に含まれるメランジュである。泥質岩に

は微かに片理がみられる。斑岩の岩脈は乙雄山の中腹部や寺田付近に,紛岩の岩脈は青野
山トンネル付近,輝緑岩の岩脈は邑輝付近などにみられる。噴出物である安山岩は青野山
や陶ヶ岳の上部付近にみられる。陶ヶ岳の安山岩は下部では柱状をなす角閃石の斑晶が殆

どみられないが,電波塔がある頂状部では顕著である。青野山の安山岩にも角閃石の斑晶
がみられる。乙雄山から津和野城跡にかけての山並みには石材として使用できるような斑

岩,ゆ岩,輝緑岩,安山岩のような岩石が分布しない。 石材の比較のために津和野町直
地付近の津和野川の川原石にみられる石英斑岩,チ岩,青野山や陶ヶ岳にみられる安山岩
の岩相について述べる。

川原石の石英斑岩 (図版 3の 23):色は灰白色である。斑晶鉱物は石英と長石である。

石英は無色透明,粒状で,粒径が 0.5～ 2 11ull,量が多い。長石は灰白色,粒径が 1～ 2 11BIl,

量が多い。石基はガラス質である。

川原石の動岩 (図版 3の 24):色 は淡青灰緑色である。斑晶鉱物は長石,黒雲母,角 閃
石である。長石は灰白色,短柱状で,粒径が 1～ 6 11ull,量が多い。黒雲母は黒色,粒状で ,
粒径が 1～ 511111,量が中である。角閃石は黒色,短柱状で,粒径が 2～ 6 11ull,量が僅かである。

石基はガラス質である。

青野山西麓付近の角閃石安山岩 (図版 3の 22):色は淡茶褐色で,鉱物粒が流理方向に
並んでいる。斑晶鉱物は,長石,角 閃石,輝石である。長石は無色透明,柱状で,粒径が
0.3～ 0.8111111,量 が非常に多い。角閃石は黒色,柱状や粒状をなし,粒径が 0.3～ 6 11ull,
量が多い。輝石は無色透明,短柱状,粒径が 0.3～ 0。 4 11ull,量 が僅かである。石基はガラ
ス質である。

陶ヶ岳頂上付近の角閃石安山岩 (図版 3の 21):色は淡茶褐色で,鉱物粒が流理方向に並び ,

柱状をなす角閃石の斑晶が目立つ。斑晶鉱物は,長石,角 閃石,輝石である。長石は灰白
色透明,短柱状で,粒径が 0.5～ l lllln,量がごくごく僅かである。角閃石は赤茶褐色透明,
柱状で,粒径が 0.5～ 6111111,量が多い。輝石は青銅色透明,短柱状,粒径が 0.2～ 0.5 11ull,

量が僅かである。石基はガラス質で,微粒の長石と輝石がみられる。長石は粒状で,粒形
が 0。 l llull,量が非常に多い。輝石は黒色,粒状で,粒径が 0.0511111,量が僅かである。
以上のようなことをもとに,石造物に使用されている石材の石種とその岩相,石材の推
定される採石地について述べる。
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観察した石造物に使用されている石材の石種は,黒雲母花南岩M,斑状黒雲母花聞岩 K,
花南斑岩T,石英斑岩T,珍岩T,斑状花南閃緑岩T,石英閃緑岩T,安山岩 B,安山岩 C,

安山岩質火山礫凝灰岩,安山岩質溶結疑灰岩A,中粒砂岩T,玄武岩質凝灰岩質片岩である。

黒雲母花蘭岩M(E ll墓 ):色は淡桃色である。石英 。長石・黒雲母が噛み合つている。
石英は無色透明,粒径が 4～ 8 11ull,量が僅かである。長石は桃色と灰白色を呈す。桃色の

長石は,粒径が 6～ 8 11ull,量が多い。灰白色の長石は,粒径が 5～ 811111,量が多い。黒雲

母は黒色,粒状で,粒径が 2～ 3111n,量が中である。
このような岩相を示す石は神戸市御影から芦屋にかけての付近に分布する黒雲母花南岩

(六甲花蘭岩)の岩相の一部に似ている。御影石と呼ばれている石材である。

斑状黒雲母花南岩K(G-1墓 ):色は灰白色で,長石の球状の斑晶が目立つ。石英。長石・

黒雲母が噛み合つている。石英は無色透明,粒径が 2～ 411111,量が多い。長石は灰白色で,

斑晶と基質をなす。斑晶の長石は,粒径が 6～ 1511111,量が僅かである。基質の長石は,粒

径が 1～ 5 11ull,量が多い。黒雲母は黒色,板状で,粒径が 1～ 1.5111n,量が中である。

このような岩相を示す石は花南斑岩とされる場合もある。寺田付近の調査をすれば同様

の石がみられる可能性もある。産地不明。

花聞斑岩T(A10墓 ):色は灰白色で,長石と石英の斑晶が目立つ。斑晶鉱物は石英,長石 ,
黒雲母である。石英は無色透明,粒径が 2～ 8111111,量が多い。長石は灰白色透明,粒径が

2～ 101111n,量が多い。黒雲母は黒色,粒状で,粒径が 1～ 2 11ull,量が中である。石基はガ

ラス質である。

このような岩相を示す石は寺田付近の津和野川の川原石にみられる。当付近に岩脈とし

て分布しているのだろう。

石英斑岩T(A10墓 の基壇):色は淡茶灰色で,石英と長石の斑晶が目立つ。斑晶鉱物
は石英と長石である。石英は無色透明,粒径が 1～ 3111111,量が多い。長石は灰白色,粒径

が 1～ 211111,量が多い。石基はガラス質である。

このような岩相を示す石は寺田付近の津和野川の川原石にみられる。

坊岩T(A-10墓 の基壇):色は暗灰色である。斑晶鉱物は長石,黒雲母,角 閃石である。
長石は灰白色,粒径が 1～ 3 11BIl,量が非常に多い。黒雲母は黒色,粒状で,粒径が 2～ 3111111,

量が中である。角閃石は黒色,短柱状で,粒径が 2～ 5 11BIl,量が僅かである。石基はガラ

ス質である。

このような岩相を示す石は寺田付近の津和野川の川原石にみられる。

斑状花蘭閃緑岩T(F-4墓 ):色は灰白色である。石英・長石・黒雲母 。角閃石が噛み
合っている。石英は無色透明,粒径が 2～ 5111111,量が多い。長石は灰白色透明で,斑晶と

基質をなす。斑晶の長石は,粒径が 8～ 1511111,量が僅かである。基質の長石は,粒径が 2

～ 51111n,量が多い。黒雲母は黒色,板状で,粒径が 1～ 311111,量が中である。角閃石は黒色 ,

柱状で,粒径が 2～ 5111111,量がごくごく僅かである。
このような石は玲岩とされている場合もある。また,岩体の中心部では等粒状の閃緑岩

あるいは石英閃緑岩の岩相を呈し,周縁部では斑岩や勁岩のようになる場合がある。寺田

付近の津和野川の川原石に同様の岩相を示す石がみられる。

石英閃緑岩T(A10墓 の基壇):色は灰色である。石英・長石・黒雲母 。角閃石がH歯み
合っている。石英は無色透明,粒径が 1～ 2 11ull,量がごく僅かである。長石は灰白色,粒

径が 1～ 4 11ull,量が非常に多い。黒雲母は黒色,粒状で,粒径が 1～ 3111111,量が中である。
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角閃石は黒色,柱状で,粒径が 1～ 7 11ull,量が僅かである。
このような岩相を示す石は寺田付近の津和野川の川原石にみられる。

安山岩 B(A―H墓):色は灰色で,流理がみられ,柱状の角閃石が目立つ。斑晶鉱物は
長石と角閃石である。長石は灰白色,粒状で,粒径が 2～ 5 4ull,量がごく僅かである。角
閃石は黒色,柱状,粒状で,粒径が 1～ 6111111,量が多い。石基はややガラス質である。
このような岩相を示す石は陶ヶ岳の頂上付近や青野山付近に分布する安山岩の岩相の一

部に似ている。柱状をなす角閃石の斑晶が粗くて,多 く,長石が殆ど裸眼では認められな
い岩相は陶ヶ岳頂状付近の安山岩の岩相に酷似する。安山岩の岩相をもとに,詳細な分布
調査をすれば,採石地を限定できるだろう。
安山岩C(G7墓 ):色は赤褐色で,球状の発泡孔がみられる。孔径が 1～ 311n,量が
僅かである。斑晶鉱物は長石と輝石である。長石は灰白色,粒状で,粒径が 1～ 2111111,量
が中である。輝石は黒色,粒状で,粒径が 1～ 2111111,量が僅かである。石基はガラス質で
ある。

このような岩相を示す石は伊豆の北部付近にみられる安山岩の岩相の一部に似ている。一

般的に青灰色で,長石と輝石の斑晶が顕著な伊豆石と呼ばれている石材の岩相とは異なる。
安山岩質火山礫疑灰岩 (G8墓 ):色は赤褐色で,火山礫が目立つ。構成粒は安山岩 ,

砂岩,石英,長石,角閃石である。安山岩は灰色,ガラス質で,粒形が角,粒径が 1～ 10111111,

量が中である。砂岩は褐色,粒形が亜円,粒径が 2～ 30 11ull,量 がごくごく僅かである。石
英は無色透明,粒形が角,粒径が 0.2～ 0.3 11Lll,量がごくごく僅かである。長石は灰白色 ,
粒形が角,粒径が 0。 2～ 2 11ull,量が多い。角閃石は黒色,粒形が角,粒径が 0.2～ 0.5 11alll,
量が僅かである。基質は緻密である。

このような岩相を示す石を見聞していない。青野山付近に分布するのだろうか。砂岩や

石英の粒を含むことから,初期の噴出物の可能性がある。
安山岩質溶結疑灰岩A(A10墓 ):色は淡赤茶色で,溶結がみられる。構成粒は安山岩、
長石,輝石である。安山岩は褐色,灰色で,粒形が亜角,粒径が 1～ 3 11ull,量がごくごく僅かで,

石基がガラス質である。長石は灰白色,粒径が 0.3～ 41111,量が多い。輝石は黒色,粒状で ,

粒径が 0.5～ l llllll,量 が僅かである。基質はガラス質である。

このような石は宇土市の馬門付近に分布する安山岩質疑灰岩の岩相の一部に似ている。

この石材は日光東照宮の鳥居にも使われており,宇土城下では轟水源から給水している江
戸時代の導水施設などに多量に使用されている。

中粒砂岩T(A2墓 ):色 は灰白色で,緻密な砂粒である。構成粒は石英,長石,黒雲
母である。石英は,粒形が角で,無色透明と灰色透明のものがある。無色透明の石英は,
粒径が 0.2～ 0.3 11ull,量が中である。灰色透明の石英は,粒径が 0.2～ 0.311111,量 が中で
ある。長石は,粒形が角で,灰 白色透明と淡茶褐色のものがある。灰白色透明の長石は,
粒径が 0.2～ 0。 31111n,量が多い。淡茶褐色の長石は,粒径が 0,2～ 0.4 11ull,量がごくごく
僅かである。黒雲母は黒色,板状で,粒径が 0.2～ 0.411111,量 がごく僅かである。
このような岩相を示す砂岩を見聞していない。産地不明。

玄武岩質疑灰岩質片岩 (A3墓 ):色は暗緑色で,片理が顕著である。構成粒は長石と
輝石である。長石は灰白色,粒状で,粒径が 0.3～ 0,7111111,量 が中である。輝石は黒色 ,
粒状で,粒径が 0.5～ 1.5111111,量が中である。基質はややガラス質である。
このような岩相を示す石は三波川変成帯の無点紋帯にみられる玄武岩質凝灰岩質片岩の
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岩相の一部に似ている。三波)|1変成帯は大分県の佐賀関半島から肱ナ||,吉野川,紀ノ川,

櫛田川流域,渥美半島,1天竜―川流域,秩父市長瀞付近にかけて分布する。墓碑が川原石様―

であることから,川原石を採石したと推定される。基礎の石材が安山岩Cで,伊豆付近の

石と推定されることから,関東地方で採石しているとすれば,長瀞付近が採石地と推定さ

れる。しかし,鉄道が発達した大正時代となれば,吉野川左岸の徳島市付近で採石された

阿波石 (凝灰岩質泥質片岩)を使用した顕彰碑 (G-7墓の横)が東京都青山の石工によつ

て大正 10年 (1921)に造られている。長瀞付近としたのは,長距離に及ぶ鉄道輸送などを

考慮しないで,近くで同じ質の石材を求めただけのことである。
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③石材の使用傾向

亀井家の墓所では,柱状で答える墓碑と墓碑を支える基礎,基礎を高めている基壇に石
材が使用されている。基壇がみられない墓もある。墓碑の石材,基礎の石材,墓碑・基礎。

基壇の石材の関係について述べる。

【墓碑の石材】

墓碑には自然石と加工石が使用されている。自然石は亀井家初代 (以下初代)の墓にみら

れる川原石様の扮岩と慶應 3年 (1867)か ら大正 4年 (1916)ま での墓にみられる川原石様の

玄武岩質疑灰岩質片岩である。加工石の墓碑は津和野藩初代 (以下①代)の安山岩質溶結疑

灰岩Aに始まり,寛永 2年 (1625)か ら慶應 2年 (1866)まで殆ど全てに安山岩 Bが ,一部 ,
享保21年 (1736)の墓碑に黒雲母花南岩M,文久元年 (1861)の墓碑に中粒砂岩 Tが使用され
ている。安山岩 B製の墓碑は昭和 4年 (1929)を最後にみられなくなり,斑状黒雲母花南岩
製のものとなる。安山岩 B製の墓碑は森家の墓所では明治39年 (1906),馬 場家の墓所では
大正H年 (1922),牧家の墓所では大正 7年 (1918)が最後の使用となっている。明治から大
正にかけての時期に亀井家が津和野において墓を造営しておれば,安山岩 Bを墓碑の石材
に使用されていただろうことが墓所の石材の使用傾向から推測される(表 1・ 2。 3・ 4参照)。

また,黒雲母花南岩Mの石材は,家老である牧家の墓所では享保20年 (1735),元文 3年
(1738),宝暦 9年 (1759),明 和3年 (1766)の墓碑に,ま た,予察的な観察であるが,多胡家
の墓所の墓碑にもみられる。高野山の奥の院の参道脇に林立する諸大名の五輪塔は殆どが

江戸時代を通じて黒雲母花南岩M製で,一族の五輪塔に箱作付近の石と推定される中粒砂
岩を使用されている傾向がある。このようなことからみれば,津和野では黒雲母花南岩M
の石材が江戸時代中期の一時期にのみ使用されたと言えよう。

【基礎の石材】

墓碑の上台となる基礎の石材には加工した安山岩 Bと 安山岩 Cが使用されている。没年
が慶應 2年以前を示す墓碑が立つ殆どの礎石には安山岩 Bが使用され,A-2墓 の基礎は
墓碑と同じ中粒砂岩T,E ll墓 の基礎は墓碑と同じ黒雲母花南岩Mである。没年が慶應 3
年から大正 3年にかけての墓の基礎には粗加工の安山岩 Cが使用され,これらの墓碑は全

て玄武岩質凝灰岩質片岩である。寛永 2年から慶應 2年までの墓石には墓碑と基礎の石材
を同質にしている傾向がある。

【基壇の石材】

基壇は全て方形をなし,方形を形づくる石組の石材によりA・ B・ C・ Dの 4タイプに
区分される。各タイプの石材について述べる (表 1参照)。

Aの タイプ :石垣様に石を積み上げた基壇である。川原石をはつって方形に加工石した
石材が積まれている場合 (C-6墓 初代),矢を入れて自然石を割つた石材が積まれてい
る場合 (A10墓 ①初代)が ある。初代の基壇の石種は石英斑岩 Tと 石英閃緑岩Tである
(図 1参照)。 これらの石材には矢穴がみられない川原石を石垣用の石材とするために円い

部分をはつつて,方形に加工したものである。しかし,①代の墓の基壇の石材には自然石
を割つたままの石材が使用され,津和野城跡の石垣にみられるような江戸時代前期を示す
矢穴跡 (図版4参照)カミみられる。この石組の石材の石種は主として石英閃緑岩Tで,加工

石の安山岩 B・ 川原石様の石英斑岩 Tな どが僅かにみられる。石材の石種構成と加工の様

子は津和野城跡の本丸や織部丸にみられる石材の様子と同様である。A10墓の基壇の石材
は津和野城を築城していた時の石材の一部を使用していると言つても過言ではないだろう

(図版4参照)。

Bの タイプ :板状に加工した安山岩 B,安山岩質火山礫疑灰岩の石材を組み合わせて
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造った基壇である。石材の繋ぎ目には鉄製の錐がはめられ,その上面をセメントで充填され
ている。セメントの使用は大正時代以降のことであり,後世の補修時に使用されたものだろ

う。石材の石種は安山岩Bが多く使用され,G8の 基壇のみが安山岩質火山礫凝灰岩である。
この基壇は観察される限り同質の石材が使用されていることから,同 じ場所の石材を採石し,
加工して,基壇に使用する板石を製作したと推定される。
Cのタイプ :角 になる部分にL字状に加工した石材,あるいはコの字状に加工した石材が

使用されている。石材の石種は安山岩 Bである。このような加工石を使用すれば角の部分の

強度が強くなり,見栄えも良いだろうが,石材の加工量が非常に多くなる。
Dのタイプ :Cタ イプの上に傾斜をもつ葛石を置いたタイプである。石材の石種は安山岩
Bである。Cタイプとした基壇にも建立時にDタイプとしたような葛石が乗つていたが,現在 ,

見られないことからCタイプとしているかも知れない。Dのタイプの基壇は亀井家②代から

⑩代までの城主等の墓にみられる。

【墓碑・基礎・基壇の石材の関係】

江戸時代から大正時代にかけての墓で墓碑と基礎に使用されている石材の関係が,他の石材
と安山岩B,安山岩 Bと安山岩B,黒雲母花南岩Mと黒雲母花南岩M,玄武岩質疑灰岩質片
岩と安山岩 Cの 4タイプある。この4タイプに基壇の石材の石種の組み合わせを加えての関

係を以下に述べる。

他の石材と安山岩Bのタイプ :初代の墓 (C-6)には墓碑に川原石様の石材が使用されて
いるが,基礎には安山岩 Bの加工石がみられ,基壇の石材がはつり加工の石である。建立当
初には加工石の墓碑が存在していた可能性が窺える。①代の墓碑 (A10墓)には馬門付近
の石と推定される安山岩質溶結疑灰岩A製の加工石が使用されている。江戸時代の他の墓碑
の多くの石材が青野山付近と推定される安山岩Bであるのに比べ,①代の墓碑は熊本県宇土
市産と推定される石材である。しかし,墓碑を支えている基礎は安山岩B製の加工石である。
また、安山岩 Bは基壇の積石の中にもみられる。津和野城跡の織部丸には安山岩 B製の加工

石が門の礎石,門の左右に残るU字状の石材,建物の礎石にみられる。津和野藩初代の墓の

基壇の石材の使用傾向は津和野城の石材の使用傾向と似ている。

安山岩 Bと安山岩 Bのタイプ :墓碑・基礎・基壇に加工した安山岩 Bが使用されているタ

イプである。このタイプは殆ど全ての墓の石材にみられる。

黒雲母花南岩Mと 黒雲母花聞岩Mの タイプ :御影付近の石と推定される黒雲母花南岩Mが墓

碑と基礎に使用されているのは④代の墓 (E7墓 享保 21年)のみである。しかし,こ の
基壇には他の墓と同様に安山岩 Bの石材が使用されている。

玄武岩質疑灰岩質片岩と安山岩 Cのタイプ :墓碑に川原石様の玄武岩質疑灰岩質片岩,基
礎の粗力日工の安山岩 Cが使用されている。このタイプの墓石は慶應 3年 (1867)か ら大正3年

(1916)ま での没年を記された墓碑にみられる。没年と墓石の建立の関係は定かでないが,こ
のタイプは明治から大正にかけての時期に限られているといえよう。また,こ のタイプには

基壇がみられない。
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④石材にみられる問題点

亀井家初代墓の墓碑はみられないが,津和野藩初代の墓碑が安山岩質溶結凝灰岩A,④
代の墓碑と基礎が黒雲母花聞岩M,文久 2年の墓碑 (A-2)が中粒砂岩T,文政 12年の
墓碑 (H2)が 安山岩 Cと僅か 4基に安山岩 Bと 異なる石材が墓碑に使用されている。江
戸時代には,殆 ど全ての墓碑と基礎の石材に陶ヶ岳付近に分布する安山岩と似ている安山
岩 Bが使用されている。

明治なると政府が出す廃仏毀釈の流れを察知してか,亀井家の『墓石一覧』の末に「慶
應三年丁卯六月二十五日神葬式フ創定シテ佛式フ凄ス」と記され,「慶應三年 (1867)正月

四日 (G4墓 )」 の墓から墓碑に自然石の玄武岩質疑灰岩質片岩,基礎に安山岩 Cが使用
され,「大正三年 (1914)五月二十五日逝 (G3)」 の墓までこの傾向が続いている。墓石

に刻まれた記年銘「慶應 3年 1月 4日 」は逝去した日付であり,墓碑の建立の日付ではない。

明治元年は慶應 4年 9月 7日 の翌日であり,明治になってから墓石を建立している可能性
が推定される。大正 14年 (1924)9月 1日 の関東大震災以降に建立された「昭和十七年 (1942)

五月二日 (G-2墓 )」 の墓石には斑状黒雲母花南岩Tが使用されている。また,大正 10年

(1921)に建設されている森林太郎 (鴎外)撰の顕彰碑は石碑が疑灰岩質砂質片岩 (阿波石)

で,基礎が自然石の安山岩 Cである。裏面には「東京都青山 石勝剥」と刻まれ,東京で
製作されている。以上のことから,明治～大正にかけての時代の墓石が関東地方の石工が

使用したと推定される石材となり,江戸時代を通しての墓石の石材の使用傾向と異なる。
大正 15年 10月 15日 付の津和野町報 (新聞)第 76号に「東京都亀井家の墓所津和野乙

雄山へ 移転 改装」の記事がみられる。石材の石種とその産地から推定すれば,墓碑が
結晶片岩で,基礎が安山岩 Cである墓石,お よび,顕彰碑は大正 15年の新聞報道にみられ
るように,東京の青松寺から移された石造物に相当するといえよう。東京からの移築を石

種から推定できた石造物は僅か 6基であるが,同報道では 42基とされており,数値的に差
が大きい。
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表 1-1 亀井家墓所の石塔の石種とその産地

番号 位置 年  代 石塔の形
動

の形
石塔 の石種

採 石 定 地

寺戸

付近

青野山

付近

御影

付近

伊豆

付近

長 瀞

付近

その他

1 C-6 慶長 17年 (1612) 初代 自然石 A ひん岩

2 A-10 元和 5年 ( ①代 戻碑 A 安山岩質溶結凝灰岩A ○

3 C5 寛永 2年 (1625) 節形角石塔 B 芙山岩B ○

4 B-1 寛永 6年 ( 初夫 ]形角石塔 B 葵山岩 B

5 B望 寛永 17年 1640) 節形角石塔 B 麦山岩 B O

6 B-5 寛永 17年 1640) 節形角石塔 B 安山岩B ○

7 C-7 電永 18年 1641 鉤形角石塔 B 安山岩B 〇

8 C-8 竃永 20年 (1643) 節形角石塔 交山岩 B O

9 B-2 寛永年間 殉形角石塔 B 麦山岩 B ○

10 A-11 養安 2年 (1649) ①夫 節形角石塔 B 安山岩B Э

H-6 電文 3年 (1663) 節形角石塔 安山岩B ○

B-3 電文 3年 (1663) 節形角石塔 B 安 山岩 B ○

C-4 寛文 11年 (1671) 節形角石塔 麦山岩 B ○

C-1 廷宝4年 (1676) 節形角石塔 C 安山岩B ○

C-2 延宝 4年 (1676) ②夫 節形角石塔 C 安山岩B ○

C3 延宝 7年 (167の 飾形角石塔 C 安山岩B ○

D-3 延宝7年 (1679) 鰤形角石塔 安山岩 B

D-9 延宝 8年 ②代 櫛形角石塔 D 奏山岩 B ○

9 E-10 天和 2年 1682) 師形角石塔 C 安山岩B ○

D-8 貞享 4年 櫛形角石塔 C 安山岩B ○

D-10 元禄 6年 1693) 櫛形角石塔 B 女山岩 B ○

E-16 元禄 6年 1693) 櫛形角石塔 安山岩 B ○

D望 元禄 9年 1696) 櫛形角石塔 安山岩B ○

D7 元禄 9年 櫛形角石塔 C 安山岩B ○

C-9 賓永 2年 師形角石塔 B 交山岩 B ○

D-6 賓永 7年 櫛形角石塔 B て山岩 B ○

H-5 正徳 2年 笠角石塔 交山岩 B ○

Al 事保元字 櫛形角石塔 B 要山岩 B ○

E-17 事保 11年 (1726) 師形角石塔 C 交山岩 B ○

E-15 享保13年 (1728) ③夫 師形角石塔 C 舞山岩 B ○

E-14 享保 16年 (1731) ③代 笠角石塔 D 安山岩B C

D-5 享保 19年 (1734) 櫛形角石塔 安山岩B ○

E-11 封呆21年 の代 笠角石塔 D 黒雲母花南岩M ○

E-9 電保元年 簡形角石塔 C 舞山岩 B ○

E-1 寛保元年 ⑥夫 櫛形角石塔 交山岩 B ○

E-8 寛延 3年 笠角石塔 安山岩B ○

A→ 電延 3年 笠角石塔 安山岩B ○

F-7 倒否2年 1752) ⑥代 節形角石塔 D 舞山岩 B Э

E-2 宝暦 6年 ⑥代 節形角石塔 D 安山岩 B ○

E-6 宝暦 9年 1759) 節形角石塔 C 安山岩B ○

F-6 凋不日3年 1766) 節形角石塔 C 安山岩B ○

H望 明和4年 1767) 笠角石塔 舞山岩 B ○

Aお 明和5年 笠角石塔 安山岩 B O

G―H 明和 6年 1769) ⑥夫 節形角石塔 C 安山岩B ○

G-10 明和 8年 ⑦ 夫 節形角石塔 C 安山岩B ○

A-7 安永5年 1776) 笠角石塔 奏山岩 B ○

安永 8年 1779, 笠角石塔 奏山岩 B ○

II-7 天明 2年 1782) 師形角石塔 安山岩B ○

E-13 天 明 7年 1787) 笠角石塔 安山岩B ○

E-12 寛政元年 櫛形角石塔 C 女山岩 B ○

A」 寛政 2年 1790) 笠角石塔 奏山岩 B ○

F-8 寛政 2年 笠角石塔 安山岩B ○

E7 寛政 3年 笠角石塔 安山岩B ○

[-1 寛政 7年 櫛形角石塔 安山岩 B ○
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表1-2 亀井家墓所の石塔の石種とその産地

番号 位置 年  代 石塔の形
基礎

の形
石塔の石種

採 石 推 定 地

寺戸

付近

青野山

付近

御影

付近

伊豆

付近

長瀞

付近
その他

A-3 寛政 12年 (1800) 笠角石塔 費山岩 B O
G→ 享和 3年 1803) ③夫 師形角石塔 C 賢山岩 B O
I-3 文化 2年 笠角石塔 買山岩 B 〇

G-8 文1ヒ 6年 1809) 師形角石塔 C 安山岩 B O
A-5 文化 7年 圭角石塔 安山岩 B ○

F-1 文イし1 1年 ( ⑦代 師形角石塔
≡ 一一一一一一一 賢山岩 B O

EJ 文政4年 (1821) ③代 師形角石塔 D 安山岩B O
H-2 文政 12年 (1823) 笠角石塔 賓山岩 C 〇

D-1 天保元年 ③ 代 師形角石塔 D 舞山岩 B O
A-6 天保 8年 笠角石塔 賓Ш tt B O
E-3 弘化 3年 ⑩代 師形角石塔 D 費山岩B O
F-3 安政6年 櫛形角石塔 C 霙山岩 B O
A-2 文久元年 三角石塔 中粒砂岩 T O
D-2 文久4年 (1864) ③ 夫 簡形角石塔 C 妻山岩 B O
Iコ 慶應元年 笠角石塔 露山岩 B O
F-2 鹿應2年 笠角石塔 霙山岩 B O
Gヨ 慶應 3年 13夫 自然石 玄武岩質凝灰岩質片岩 O
G-6 明治 6年 1873) Gつ夫 自然石 玄武岩質凝灰岩質片岩 O
G-7 明治18年 1885) ①代 自然石 玄武岩質凝灰岩資片岩 O

Gも 明治 29年 (1896)
13

代
自然石 玄武岩質凝灰岩質片岩 O

G弔 大正3年 (1916) 自然石 玄武岩質凝灰岩質片岩 O
Hl 昭和4年 (1929) 角形石塔 要山岩 B O

G-2 昭和 17年 (1942)
14

代
角形石塔 斑状黒雲母花商岩K ○

Gl 昭和 33年 (1958) 14夫 角形石塔 者 K O
F-5 平脚 年 (2002) 15イt Fl形石塔 花筒閃緑岩 T O

80 F判 平成11年 (2009) 15夫 角形石塔 O
H-3 角形石塔 祀両斑岩 T O
E-5 角形石塔 安山岩B O
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表2 森家墓所の石造物の石種と産地
位置

番号

年  代 石塔の形 石 種 採 石 推 定 地

寺戸付近 青野山付近 御影付近 産地不明

廷宝 4年 (1676) 櫛形角石塔 安山岩B O

匡徳 4年 ( 師形角石塔 安山岩B O
25 事保 2年 ( 師形角石塔 賓山岩 B O

1 享保 16年 1731) 櫛形角石塔 安山岩B O

延亨 3年 ( 746) 笠角石塔 安山岩B O
6 宝暦 8年 ( 笠角石塔 安山岩B O
現希日7年 ( 笠角石塔 安山岩B O

4 凋和 8年 ( 笠角石塔 安山岩 B O

7 安永 5年 ( 笠角石塔 安山岩B O

7年 (1778) 角形石塔 安山岩B ○

8 天明元年 (1781) 笠角石塔 安山岩 B O

天明 3年 (1783) 笠角石塔 安山岩 B O

莞政4年 (1792) 笠角石塔 安山岩B O
3 文化74F ( 1810) 節形角石塔 安山岩B O

天保 2年 (1831) 碕形石塔 賢山岩 B O
17 天保 14年 (1843) 的形石塔 安山岩 B O

嘉永4年 (1851) 角形石塔 安山岩B O

文久元年 (1861) 角形石塔
~4山
岩 B ○

文久元年 (1861) 師形角石塔 黒雲母花画岩 T O

明治 29年 (1896) 師形角石塔 中粒砂岩 T O

明治 39年 (1906) 角形石塔 黒雲母花商岩 N O

21 明治39年 (1906) 師形角石塔 安山岩B O
11 大正 11年 (1922) 師形角石塔 中粒砂岩T O

石仏 票雲母花商岩 N O

簡形角石塔 票雲母花商岩 T O

20 板碑 安山岩B O

表3 牧家墓所の石造物の石種と産地
位置

番号

年   代 石塔の形 石 種 石  推  定 地

寺戸付近 青野山付近 御影付近 産地不明

20 元和 5年 (1619) 師形角石塔 安山岩B O

8 莞永 3年 (1626) 師形角石塔 交山岩 B O

戴永20年 (1643) 櫛形角石塔 費山岩 B ○

裁永20年 (1643) 櫛形角石塔 安山岩B O

6 歌応 4年 (1655) 師形角石塔 安山岩B O

7 明暦 2年 (1656) 師形角石塔 安山岩 B O

萬治2年 (1659) 櫛形角石塔 費山岩 B O

竜文 12年 (1672) 櫛形角石塔 安山岩B O

莞文 12年 (1672) 師形角石塔 安山岩B 〇

1 寛文13年 (1673) I石塔 安山岩B 〇

延宝 5年 (1677) 櫛形角石塔 !山岩 B O

天和 3年 (1683) 櫛形角石塔 安山岩B O

元禄 10年 (1697) 簡形角石塔 安山岩B O

2 元禄 14年 (1701) 賓山岩 B O

元禄15年 ( 櫛形角石塔 賓山岩 B O

3 宝永 8年 ( 櫛形角石塔 安山岩B O

正徳 2年 ( 笠角石塔 安山岩B 〇

正徳 4年 ( 安山岩 B O

享保9年 ( 笠角石塔 1山岩 B O

享保20年 1735) 笠角石塔 黒雲母花商岩M ○

元文 3年 ( 笠角石塔 黒雲母花前岩M O

寛延 4年 ( 」石: 安山岩 B 〇

寛延4年 ( 節形角石塔 :B O

宝暦 9年 ( 圭角石塔 黒雲母花商岩M
!暦 11年 1761) 形角石塔 安山岩B ○

4 凋不日3年 ( 霊角石塔 黒雲母花商岩M O

大正 7年 (1918) 角形石塔 安山岩 B O

5 石燈籠 震山岩 B 〇

9 石燈籠 費山岩B 〇
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表4 馬場家墓所の石造物の石種と産地
位 置

番号

年   代 石塔の形 石 種 採 石 推 定  地
寺戸付近 青野山付近 御影付近 産地不明

24 莞永 4年 ( 櫛形角石塔 安山岩B O

貞享 2年 ( 685) 櫛形角石塔 安山岩 B O
元禄 1 5年 笠角石塔 賓山岩 B O
正徳元年 ( 櫛形角石塔 秦山岩B O
享保20年 1735) 櫛形角石塔 露山岩 B O
延亨3年 櫛形角石塔 要山岩 B ○

20 電延 4年 笙角石塔 賓山岩 B O
宝暦 5年 角形石塔 費山岩 B ○

主暦 12年 角形石塔 緊山岩 B ○

安永2年 櫛形角石塔 安山岩B ○

安永2年 773) 師形角石塔 安山岩 B ○

7 費永 7年 i石塔 賓山岩 B 〇

8 天明5年 (1785) 櫛形角石塔 賢山岩 B O
天明6年 (1786) 櫛形角石塔 安山岩B O
)〔化 44〒  ( 1807) 櫛形角石塔 安山岩 B O

9 文化 6年  ( 1809) れ形角石塔 舞山岩 B O
5 驀水 3年 (1850) 櫛形角石塔 秦山岩B O
嘉永7年 (1854) 角形石塔 棄山岩B O

6 安政 4年 櫛形角石塔 安山岩B ○

雪延 2年 角形石塔 賓山岩 B O
文久 2年 角形石塔 棄山岩B O
凋治 6年 角形石塔 露山岩 B O
凋治呵2年 (1879) 角形石塔 要山岩 B O

3 羽治 19年 (1886) 角形石塔 賓山岩 B O
4 明治 22年 (1889) 角形石塔 費山岩 B O
羽治 3司 年 (1898) 角形石塔 露山岩 B O

2 大正 11年 (1922) 角形石塔 安山岩B O
I 昭和 13年 (1938) 角形石塔 花画閃緑岩 T O

角形石塔 安山岩 B O

C_6墓 (初代)の基壇前面の積石などの石種

A lo嘉 (2代)の基壇後方面の積石な どの石種

石種の凡例  卜IJ石 英班岩 T醸 翌閣 船岩 T I■ ■ 安山岩質溶結軽灰岩A

匪霊目  安山岩 B 熙騒翻 石英閃緑岩T

図 1 亀井家の初代 。2代墓の石材の石種

図 1亀井家の初代・2代墓の石材の石種
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1 黒雲母花聞岩M E ll墓の墓碑 2 琲岩T A-10墓の基壇の積石

3 石英閃緑岩T A 10墓の基壇の積石 4 斑状花南閃緑岩T F-4墓 の墓碑

5 石英閃緑岩T A-10墓の基壇の積石 6 紛岩T A 10墓の基壇の積石

1 川ユIIIll

石英斑岩T C-6墓 の基壇の積石 8 石英斑岩T 併 6墓の基壇の積石

図版 1 亀井家墓所の石材の石種



9 安山岩 B
墓の墓碑

風化面 E14
(右 と同じ)

15 安山岩C G-3墓の基礎        16 安山岩C

図版 2 亀井家墓所の墓石の石種

10 安山岩B 研磨面 E-14墓の墓碑

11 安山岩B B-3墓 の右側の石燈籠 12 安山岩質火山礫疑灰岩 G-8墓 の基壇

13 安山岩質溶結凝灰岩A A-10墓の墓碑 14 安山岩C H2墓 の墓碑

G-7墓の基礎



中粒砂岩T

キキヤキキヤキヤキヤキヤキ|キキ|||||||||||||||||||||||||||
19 玄武岩質凝灰岩質片岩 G-7墓の墓碑

23石英斑岩 津和野町直地の津和野川の川原

図版 3 亀井家墓所の石材 陶ヶ岳・

A-2墓の墓碑

24 幼岩 津和野町直地の津和野川の川原石

青野山の安山岩 津和野川の川原石の石種

中粒砂岩 T 加工面

20 角閃石安山岩 青野山西麓付近の石

|

角閃石安山岩 陶ヶ岳頂状付近の石 22 角閃石安山岩 青野山西麓付近の石

IIIli HH‖ ‖||‖ ‖‖‖!!‖ llll11
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25 津和野城二十間台跡の石垣にみられる矢穴 26 A10墓の基壇の積石にみられる矢穴

30 A10墓の基壇の積石にみられる矢穴

32津和瞬 Б丸跡 城F]の礎石
手前のU宇状石造物は安山岩B.石垣の秘 れ麟 閃緑岩、石英斑岩が多ヤ屯

図版 4 A-10墓の基壇と津和野城石垣の石材

27 A-10墓の基礎の囲石にみられる矢穴 江戸時代前期

津和野城三層櫓跡の石垣にみられる矢穴

A-10墓の基壇の積石にみられる矢穴

31 A10墓の基壇東面の石積
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第 6節 近世大名家墓所の中での亀井家墓所
白石 太一郎

はじめに

津和野町所在の津和野藩主亀井家乙雄山墓所の概要と平成22年度に実施された同墓所に

関する調査の結果は、前節までに記されている通りである。以下、今回の調査成果に基づ

いて、同墓所が全国各地にみられる近世大名家墓所の中でどのような特色をもつものであ

るのかについて、筆者の所見を述べてみることにしたい。ただ、この墓所に関する本格的

な調査は今回が最初のものであり、まだまだ明らかでないところや疑問点も少なくない。

この所見は、あくまでも現段階までに明らかにされている調査成果によったもので、今後

の調査・研究により解明され、あるいは訂正されるところも少なくないと思われる。むし

ろ、今後のさらなる調査・研究に備えるための問題点の整理と考えていただければ幸いで

ある。

(1)亀井家乙雄山墓所の構成

亀井家乙雄山墓所は、津和野の城下町北端部西側の山裾に位置する亀井家の菩提寺永明

寺 (曹洞宗)と 谷を挟んで北側の山腹に位置する。本来は、永明寺に営まれた墓所であつた

ことはいうまでもない。江戸時代最後の藩主11代勉監の墓をはじめ明治初期前後のものに

一部神道形式の墓がみられるが、基本的には仏教形式の墓からなる。藩主やその夫人の石

塔 (墓標)の形式には、柱状板碑形、笠付方柱形、変形位牌形、櫛形、自然石などがあり、

多様で統一されていない。ただ近世大名墓に多い五輪塔や宝使印塔はまつたくみられない。

墓所は基本的には、藩主とその夫人や子女など藩主家一族の墓からなる。墓所を構成す

る墓の多くは、方形基壇の上に石塔を建てたもので、基壇や石塔の規模は、歴代藩主のも

のが最大で、藩主夫人のものがこれに次ぎ、以下さまざまな大きさのものがみられる。ま

た周縁地区や下段地区には基壇を持たない小規模な石塔が数多く分布している。

第6図の墓地全体図と墓石配置図にみられるように、墓地のなかでは全体として北よりの

部分 (A,B,C,D区)には初期の藩主や夫人の墓が多く、南よりの部分 (E,F,G区 )には新

しい時期の藩主や夫人の墓が多く営まれているが、明確に歴代願に並んでいるわけではな

い。D区の2代藩主姦政の墓のすぐ前 (東側)には9代姦尚とその夫人の墓が、E区の山際に並

ぶ3代姦親、4代蒐満の墓の前方には5代表延、8代矩賢、10代蒐方の墓が営まれている。少

なくともC,D,E区については、まず山側の西側部分に北から南へ順に初期の藩主墓など
が営まれ、その後それらの前方の空間に5代以下の藩主墓が営まれたのであろう。また後に

も述べるように、この墓所での藩主やその夫人の墓の造営が必ずしも歴代順に営まれたわ

けではなく、後世になっての本墓所への造営や移設等の可能性も考えられ、墓所の形成・

変形過程の復元はそう簡単ではない。

藩主とその夫人の墓の関係については、1・ 3・ 5。 9代がいずれも藩主墓と夫人の墓を並

０
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べているほかは、必ずしも夫婦並列して営まれているわけではない。また9代の姦尚と夫

人の墓はともに変形位牌形で揃っているが、それ以外の1・ 2・ 3・ 5・ 6・ 7・ 8代の夫婦の

墓標の形式は揃っていない。

(2)江戸の芝青松寺墓所との関係

亀井家乙雄山墓所で大きな問題は、江戸の芝青松寺との関係である。史料によると亀井

家7代矩貞、8代矩賢、9代表尚、10代姦方はいずれも江戸で亡くなり、芝の青松寺 (曹洞宗

)に埋葬されたという。しかしこれら4代の墓は津和野の乙雄山に存在する。大正15年 10月

15日 の『津和野町報』によると「東京亀井伯爵家では向島の全家の墓所が先年関東大震災

のため大打撃をうけたので将来安全地に移転する必要からして今回旧藩地である津和野町

の乙雄山墓所に移転改葬することに決定し(下略)」 とある。しかしこの記事にある向島の

亀井家墓所とは、最後の藩主である11代姦監の夫人の墓以降近代になって営まれた現東京

都墨田区弘福寺 (黄葉宗)の墓所のことであり、ここから移されたのは、11代姦監やその夫

人の墓 (と もに自然石の神葬形式の墓標)な どで、近世のものは含まれていないと考えられ

る。このことは乙雄山墓所の7～ 10代の石塔 (墓標)が、2代～ 6代の石塔とともにすべて

地元産の石材と考えられるとする奥田尚氏の石材観察結果とも一致する。なお芝の青松寺

には現在亀井家の墓はのこつていない 〔河原、1995〕。

いま歴代藩主の石塔をみてみると、藩祖姦矩のものが自然石、初代政矩墓が柱状板碑形、

2代裁政墓が変形位牌形、3代姦親、4代姦満の墓が笠付方柱形、6代姦胤墓も笠を失つてい

るがこの形式と思われる。これに対し5代姦延、7代矩貞、8代矩賢、9代姦尚、10代姦方の

墓はいずれも変形位牌形であり、最後のH代藩主のものが自然石利用と変化している。青

松寺に葬られたとされる7代以降の石塔の形式は、それ以前の2代、5代 と同じこの墓所独

特の変形位牌形であり、それらが本来津和野の乙雄山墓所に存在したものと考えてもまつ

たく違和感はない。2代の変形位牌形石塔だけがこのタイプとしては突出して遡ることか

らみると、あるいは後世の造営ないし改変によるもので、全体としては18世紀前半の笠付

方柱形から、18世紀後半以降に変形位牌形への変化を考えるのが正しいかもしれない。そ

の場合も、7代以降が5代の変形位牌形を踏襲したようで、詳細に検討していないがそれら

の間には時代的な型式変化もみられるようである。いずれも藩主の没後あまり時間を経な

いで、乙雄山に傾次造立されたものと考えてもよかろう。

墓所における歴代藩主墓の位置も、4代までが西側の山よりに順次北から南へ東向きに

営まれているのに対し、その後新しく南へ拡張されたと考えられるF地区の6,7代墓を除

くと、5代以降は前代の藩主墓の前面 (東側)の拝所と考えられる場所に、向きも南、西、

あるいは北向きに配されており、明らかに4代以前の藩主墓より遅れて順次現在の場所に

営まれたものと考えてもよさそうである。

以上のような検討の結果からも、亀井家の初代から10代までの歴代藩主墓は、すべてほ

ぼ同じ規模・格式で乙雄山墓所に営まれたものと考えておきたい。江戸で没し、芝青松寺

73



に葬られたとされる7～ 10代については、それぞれまず青松寺に埋葬されたことは事実で

あろう。しかし、いずれも比較的早い時期に津和野に改葬されたか、あるいは江戸と津和

野の双方に墓が営まれたのであろう。

近世の大名家の多くは、江戸、国許のいずれで没したかに関わらず国許に藩主墓を営む

家が多い。力日賀藩前田家、薩摩藩島津家、陸奥仙台藩伊達家、長州藩毛利家などの外様大

名ばかりでなく、尾張 。紀伊・水戸の徳)|1家など御三家や会津松平家、越前松平家などの

親藩大妬でも領国の城下ないしその近くに墓所を営んでいる。ただ、外様でも肥後細川家、

筑前黒田家、肥前鍋島家、伊勢藤堂家 弘前津軽家のように国許と江戸の双方に歴代藩主
の墓を営む家もある。逆に福山阿部家,大和郡山柳沢家のように国許には藩主の墓所を営

まず、基本的には江戸に営む家もあるが、これは幕府の官僚的譜代大名の性格をよくあら

わしている。ただ、親藩大名でも国許に墓を営む家が多いことはいうまでもない 〔白石、

2008〕 。彦根藩井伊家のように国許で亡くなつた藩主の墓は国許に、江戸で亡くなった藩

主の墓は江戸に営む家もある。亀井家の場合は、7～ 10代の段階には国許と江戸の双方に

藩主墓を営んでいたことになるが、いずれにしてもさらに文献史料などを精査した上でな

いと結論できない。乙雄山墓所の現状からは、基本的には国許に墓を営んでいた類型に含

まれるものと考えておきたい。

(3)藩主墓と夫人墓

近世大名墓のあり方で、それぞれの大名家によって大きく異なるのは、藩主墓と夫人の

墓のあり方である。この時期、藩主の正室は江戸で暮らし、江戸で没するのが一般的で、

多くの大名家では藩主夫人の墓は江戸の書提寺に営まれる例が多い。そうした中で、萩藩

毛利家や鹿児島藩島津家などのように藩主夫婦の墓を国許に同格で一対として営んでいる

大名家もある 〔白石、2008〕 。

津和野藩と隣接する長州藩毛利家の藩主の墓所は、幕末期を除いて萩城下の大照院墓所

と東光寺墓所にほぼ1代 ごとに交替で営まれる。大照院 (臨済宗)墓所には初代秀就と2代網

広以下12代までの偶数代の藩主と夫人の墓が整然と並んでいる。石塔は藩主、夫人とも同

形・同大の五輪塔で、藩主の墓の向かつて左側に夫人の墓を配している。また東光寺 (黄

葉宗)墓所では、3代吉就以下11代までの奇数代の藩主墓があるが、藩主・夫人ともに同形・

同大の唐破風の笠付位牌形で、ここでも藩主墓の向かつて左側に夫人の墓を並べている 〔百

田昌夫、1991〕。

亀井家では、若くして亡くなった4代蒐満の夫人が里の板倉家に帰つた例と離縁となつた

10代蒐方の夫人を除き、歴代の藩主と夫人の墓がこの乙雄山墓所にみられる。しかしそれ

らがすべて最初からのものであるかどうかは疑問である。史料によると2代、3代、5代、6代、

7代、8代の夫人はいずれも江戸で亡くなり、芝青松寺に葬られている。それにもかかわら

ず、それらを含めて4。 10代以外の藩主夫人の墓は、いずれも津和野の乙雄山に存在する

のである。
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これら乙雄山に所在する藩主夫人の墓は、初代政矩夫人、3代姦親夫人、5代滋延夫人、

9代蒐尚夫人の墓が藩主墓の隣に並んで営まれているのに対し、6。 7・ 8代の藩主夫人の墓

は、墓所の南端のG地区の山際に並んで営まれている。このG区の6・ 7・ 8代の夫人は、早

くてもF区の中心となる6代表胤墓の造営以降に、そのさらに南の拡張区に造立されたもの

であろう。なお、夫人の墓の石塔は、 9代夫人のそれが藩主と同じ変形位牌形である以外

は、すべて櫛形 (5代夫人のものはなぜか小型であるが)で、藩主のものとは異なっている。

またその大きさも、藩主墓に比べて一回り小さくなっている。この点、藩主と夫人の墓が

同形 。同大で、まったく同格の毛利家や島津家などとは大きく異なっている。

なお一般に近世大名墓では、夫婦の墓を並べて営む場合、仏式では萩の毛利家の例のよ

うに藩主の墓の向かつて左側に夫人の墓を、儒葬式では水戸徳川家の瑞龍山墓所 〔徳川斉

正・常陸太田市教育委員会、2007〕 にみられるように、右側に夫人の墓を営むようである。

この点、乙雄山墓所では唯-5代蒐延墓の向かつて左に夫人の墓が営まれているのを例外

として、初代、3代、9代の夫人墓はいずれも藩主墓の向かつて右側に営まれている。

乙雄山墓所では、藩主墓と同様に夫人墓についても、その造営時期を明確に把握するこ

とが出来ない。これは今後の文献調査や墓標である石塔の型式学的検討に待たなければな

らないが、一部を除き基本的に藩主墓と夫人墓がともに乙雄山墓所に営まれていることは

興味深い。近世大名家墓所においては、儒葬形式を採用した墓所を別にすると長州毛利家、

薩摩島津家、対馬宗家などの西国大名を除き、多くの大名家では、夫婦の墓を一対で営む

というような考え方はあまりみられない。そうした中で亀井家墓所では、毛利家のような

完全な夫婦一対の墓とはいえないが、藩主と夫人の墓がともに国許の捧和野の乙雄山墓所

に営まれていることは、注目に値いしよう。

まとめ

近世大名家墓所の最大の特質は、そのあり方が各大為家によつてそれぞれ大きく異なる

ことである 〔白石、2008〕 。津和野藩亀井家の乙雄山墓所も、その例にもれず、きわめて

特異なあり方を示している。最後に簡単にそのあり方をまとめておこう。

まずその墓所の類型は、多くの大名家と同じように最後の藩主11代蒐監以降は神葬形式

を採用するが、それ以前においては仏教形式のものである。歴代藩主墓は、いずれも大き

な基壇上に柱状板碑形、笠付方柱形、変形位牌形などの石製墓標を立てたもので、類型的

には近世大名家墓所としては最も広くみられるものである。ただ多くの大名家墓所にみら

れる五輪塔や宝質印塔はみられず、亀井家独自の墓標形式を用いている。

墓所の構成については、藩主とその夫人やその一族の墓が同―の墓域に一体的に営まれ

ているのが大きな特徴であろう。特に北方のA・ BoC区は藩祖蒐矩や初代政矩の家族たち

の墓域の様相を呈していて、藩主墓だけが整然と並ぶ多くの大名家墓所とその様相を異に

している。特にその造営時期については問題が残るが、藩主夫人の墓のほとんどがこの墓

所に営まれていることは大きな特色といえよう。

７
‘



近世大名家では、その墓所を国許の城下に営む家が多い。しかし肥後細川家、伊勢藤堂

家のように国許と江戸の双方に歴代藩主の墓所を営む家、福山阿部家、大和郡山柳沢家の

ように基本的にはすべて江戸に営む家、さらに彦根井伊家のようにその藩主の没した地に

営む家などがある。亀井家の場合は、江戸の墓所との関係がいま一つ明確にできないが、

亀井家の『家記稿本』菩提院・墳墓之部の「墳墓便覧」の記載からも、江戸の青松寺にも

墓所が存在したととは事実であろう。江戸と国許の双方に墓所を営んだ数少ない例に数え

ることが出来るが、亀井家の中核的な墓所が津和野の乙雄山墓所であつたことは疑いない

だろう。

いずれにしても、近世大名家墓所の中でもきわめてよく保存され、かついくつかの注目

すべき特色をもつ津和野亀井家の乙雄山墓所について、その現状に関する正確な記録が作

成されたことは喜ばしい。主要な墓標のほとんどすべてが図面化 。記録化されたが、その

整理作業が手間取り、小稿ではその成果をも組み込んで検討することが出来なかった。乙

雄山墓所の形成過程についても、石塔の型式学的検討作業を踏まえてより明確にできるも

のと思われるが、それらについてはすべて今後の研究に委ねるほかない。

《引用 。参考文献》

河原芳嗣 1995年『図説徳川将軍家 大名の墓』アグネ技術センター

白石太一郎 2008年 「近世大名家の墓所について―前田家野田山墓所の占める位置―」

『野田山 。加賀藩主前田家墓所調査報告書』金沢市。その後一部修正し「近世の大名家

墓所と古墳」と題して『考古学からみた倭国』青木書店 2009年に再録している。

徳川斉正・常陸太田市教育委員会編 2007年『水戸徳川家墓所』常陸太田市教育委員会。

百田昌夫 1991年 「萩藩主毛利家墓所」『図説日本の史跡』第8巻 同朋舎出版。
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第 7節 亀井家ゆか りの寺 と墓所のついて

亀井家は本来、因幡鹿野の城主 (鳥取県鳥取市鹿野町)であつたため、鳥取市鹿野町に

おいて菩提寺や墓所が現存する。

そして江戸時代、ほとんどの藩は江戸 (東京都)と 地元に拠点があり、津和野藩も同様

であったため、邸宅や寺、墓所がそれぞれに設けられた。津和野においての屋敷は、城の

東側の麓に位置する場所にあり、墓所は城下町の北側に位置する乙雄山と呼ばれる山頂付

近に設けられた。一方江戸屋敷は、桜田門付近に江戸期を通じての上屋敷があり、その他

には現在の港区周辺に中屋敷や下屋敷、また抱屋敷などが数箇所にあつたようである。こ

のうち中屋敷だけは平成 18年度から港区教育委員会が発掘調査をしている。また、代表的

な菩提寺は港区の青松寺であった。その他にも京都に亀井家ゆかりの寺や墓所がある。

以下、関係のある寺や墓所について地域別に述べることにする。

①鳥取市鹿野町

鳥取市鹿野町は亀井家発祥の地である。亀井家初代である姦矩は、天正 9年 (1581)に

鹿野城主となり、元和 3年 (1617)7月 までの 2代にわたり37年間の短い城主であった。

姦矩は、亀井家の菩提寺として譲伝寺 (曹洞宗)に定めた。譲伝寺はもともと古仙谷と
いう山奥にあつた抱月寺を移転させたもので寺名も改めている。

譲伝寺は、明治 43年と大正 6年に火災にあい、昭和 3年に現在の本堂が完成した。寺に

は姦矩ゆかりの品があり、そのうち孔雀文様刺繍、花禽獣文様刺繍、雲に双龍文様艶は鳥

取県の指定を受けており、庭園も鳥取市の指定文化財である。また、山門を入つて右側の

山頂には姦矩の実父である湯永綱の供養墓がある。

鹿野町内にある

通称武蔵山の山頂

には、姦矩の墓所

があり「中山道月

大居士」と亥1ま れ

た墓石が建てられ

てお り、ここから

鹿野の城山が一望

できる場所であ

る。

写真 3 鹿野町にある姦矩の墓



②津和野町

町内においての菩提寺は永明寺である。また、亀井家縁の寺として光明寺もあり、公室

等の位牌が保管されている。以下三つの寺について紹介する。

【永明寺】

本寺は、津和野城の北東端に

位置 している。曹洞宗の禅寺

で、応永 27年 (1420)津和野

城主吉見頼弘が創建したもので

ある。開山は本山永平寺を開い

た道元禅師の法孫月因和尚であ

る。

以来、この寺は吉見氏、坂崎

氏、亀井氏と各藩主の書提寺と

して栄え、既に 550年を越えて

いる。江戸時代には石見一円の

禅寺を総括 して末寺 70数ヵ寺

を擁 し、また、禅道場としても

名高く、修行僧 200人を越え、

寺領として特に虹が谷で 100石を領していた。

永明寺の参道をしばらく登つて行くと、山門としては少し風変わりな大きな門が建って

いる。これは殿町角にあつた総門を持って来たのだと言われ、明の帰化僧心越禅師 (水戸

光囲の師)の筆になる「覚皇山」の大額がかかげられている。この山門を入ると、右手に

鐘楼と正面に中門が見え、その奥に本堂が見える。七堂伽藍がそれぞれ程好く納まつている。

寺は度々火災に遇つたが、現在のものは享保 14年

(1729)の火災後に建てられたもので、仮普請のままで

はあるが、畳数 400枚 を越える一大巨利である。中門

を入つた中庭の左手、現在梅林になつている所は座禅

堂の跡である。裏の庭園は林泉配石美しく、春の新緑、

夏の水蓮、秋の紅葉等その時々の風情がある。殿様お

成 りの節使用された書院から窓越しに静かにそれをな

がめると、にわか大名になったような気分になり趣き

一入である。

寺宝館には、県文化財の指定を受けている「室町初

期写李龍眠様羅漢像」、兆殿司の涅槃像、亀井蒐矩の

守 り本尊だった大日如来 (鎌倉時代の彫刻でもと後醍

醐天皇の御持仏だつたと伝える)な どがあり、また本
寺には大島松渓、岡野洞山など本藩の名工たちの絵画、

彫刻を数多く蔵している。

写真 4 永明寺本堂

写真 5 森鴎外の墓



境内には山門を入つて左手の墓地には文豪森鴎外の墓 (東京三鷹より分骨し、墓石も二鷹

のものにそっくりに造ってある)が青野山を背にし建てられている。本堂左手の小道を登

ると、悲運にも千姫事件に滅んだ坂崎出羽守の墓があり、訪 う人をして勇将の末路を悲し

ませる。なお、その上方の墓地には亀井の分家、高崎亀井の墓地があり、大きな墓石が立

ち並んでいる。さらにその上段には津和野藩筆頭家老多胡家の墓地があり、多胡外記、多

胡晩斎らが静かに眠つている。

【光明寺】

本寺は、津和野城下町の北端に位置し

ている。承応 2年 (1653)、 津和野藩主

亀井姦政公は亀井政矩公室である光明

院殿覚督香順大姉の追孝報恩にため、

頓居誉莫念大和尚を請して恵 日山光明

寺 とし開山した。その後、慶応 2年

(1866)社 寺整理に当たり現在地にあつ

た信盛寺と合併して龍峰山光明寺と称

することとなった。

本寺には、亀井家の公室等の位牌が

保管されている。

写真 6 光明寺本堂
③東京都

江戸 (東京)においては、多くの寺が亀井家に縁がある。天徳寺、廣岳院、光宝寺、光

林字、春桃院、清光院、掃取院、長耀寺などがあり、そして関わり深い寺として青松寺と、

明治以降は弘福寺があげられる。

本節ですべての寺を紹介するのは困難なため、ここでは青松寺と弘福寺の二つの寺につ

いて以下紹介する。

【青松寺】

本寺は現在の港区に在る。宗派曹洞宗で文明8年 (1476)太 田道灌の創建、徳川家康の帰衣厚

く、かつては安芸浅野家、長門毛利家、土佐の山内家をはじめ諸侯の菩提寺であった。

亀井家としては、亀井家初代姦矩や

夫人をはじめとした歴代の藩主と夫人

の墓が建立されていた。 しかし、大正

期に起こった関東大震災によつて墓石

等は大打撃を受けたため、津和野の墓

所に移転することになつた。そのため

現在では、青松寺に残る墓石は確認す

ることは出来なかった。ちなみに当時

の新聞記事 (写真)に よると42石の墓

石を移設したと書かれている。

写真 7 青松寺



【弘福寺】

本寺は現代の塁田区にある。もとは

葛飾区にあつた香積山弘福寺とい う一

宇を、延宝元年 (1673)現在地に移建

し黄葉派寺に属する寺院である。亀井

家では幕末期の最後の藩主である姦監

の夫人の墓から、それ以降 13代表明の

墓までが弘福寺に建立されていた。 し

かし、関東大震災の影響により当時の

墓石はすべて破損 したため、現在では

蒐明の二男であった姦昭の代々墓が建

てられている。

写真 8 弘福寺

以上、江戸 (東京)にある寺について紹介した。しかし、これらの寺にあつた墓地は関

東大震災や第 2次世界大戦により大打撃を受けたため、墓石として現存するものは皆無で

あり、亀井家においては、津和野の乙雄山の墓所へ移設したと記録されている。 (写真 )
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④京都市

京都においても関係寺・墓所があり、ここでは高台寺と金光院の二つを以下

紹介する。

【高台寺】

本寺は京都市東山区 に
ある臨済宗の寺である。

豊臣秀吉の正室である北

政所が秀吉の冥福を祈る

ために建立した寺である。

境内の霊屋付近の高台に

亀井家 2代政矩 (津和野

藩初代)の 墓が建ってい

る。多宝塔型の墓石であ

り、高 さ約 3mを 沢1る 大
きな墓石である。

【金光院】

本寺には、京都市左京区の金戒光明寺黒谷墓地内に五輪塔型の墓石がある。金戒光明寺

は浄土宗のお寺であり、その境内に金光院も在る。そして、墓地入り日付近に左から夫人、

中央が亀井姦矩公 (初代)、 そして父親である山中鹿之助の墓も並んでいる (写真 11)。

姦矩公の墓は、高さ約 200 cm、 最大幅が約 94 clllを 測る。一方、夫人の墓は、高さが約

250 c m、 最大幅が 122 cmを 測る。なぜこの寺に在るのか、なぜ夫人の墓が大きいのか、

など分からない点が多かった。

写真10 高台寺境内にある政矩の墓

写真 11 黒谷墓地



第 3章 総括
津和野藩亀井家墓所の特徴として、その場所が絵図等から判断する限り、元禄期には城

下町の北側に位置する乙雄山と呼称する場所に設けられており、現在まで移動していない

点がまず特徴として上げられる。このことは、津和野藩主が 1617年以降、亀井氏のみがこ

の地を治めていたことに一つの要因があるのかもしれない。また、立地的に見ても青野山

や城下町が一望できる大変良い場所であるといえる。

亀井家墓所がその場所から移動していないことは明らかなようであるが、どのような整

備によつて現代に至ったのかについては分からなかった。ただし、絵図から判断して墓地

の形状が逆 L字状になっているのが確認でき、現在もその形状を大きく変えていないと考

えられた。墓石については、その制作年月日や配置について分からない点が多いが、現代

のように整備されたのは明治 38年頃であると考えられた。その根拠としては、巻頭カラー

で紹介している亀井家墓所絵図と現代の墓所を比較してみると、ほとんど同じであること

から判断できた。

また、大正 15年には、関東大震災によって墓所が崩壊したことから墓石を津和野に 42

基を移したと新聞では記されているが、蒐監公以外の墓石は明治 38年の絵図に記されてい

る。また、実際に現存している墓石を調査した結果、移されたと言われる墓石は同時期に

作られた可能性があり、さらに石材は津和野町周辺で取れるものが多いため、津和野にお

いて新しく作られた可能性がある。ちなみに蒐監公の墓石は自然石で作られており、石材

も津和野近辺のものではないので、おそらく東京から運ばれた墓石は明治以降に作られた

5基だけではなかったのかと推測する。

今回の調査では、文献 (絵図・文書等 )、 墓石 (実測・拓本・石材 )、 位牌調査、発掘調

査等の総合的な調査を実施した。その結果、亀井家に係わる一族のほぼ全員が祀られた墓

地であることが明らかとなった。また、当時の菩提寺や位牌についても調査することで一

部は解明できたが、今後も引き続き調査をする必要があると判断した。
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2.墓所正門

3.墓所近景 (南側)
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1.A-9 2.A-10
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1.B-1 2.B-2

3.B-3 4.B-4



2.B-1全 景

1.B-5 3.B-2全 景
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1.G-9 2.G-10

4.G区 西側
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4.H区 (北か ら)
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1. I-1 2.I-2

3. I-3 4.I-4
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1.調査区Ⅲ近景

2.調査区Ⅲ 土層 (北端 )
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2.調査区Ⅳ 土層 (北端 )



1.亀井蒐矩 (亀井家初代 ) 2.亀井蒐矩 (亀井家初代 )

3.亀井政矩 (津和野藩初代 ) 4.亀井蒐政 (津和野落 2代 )



2.亀井姦満 (津和野藩 4代 )

3.亀井蒐延 (津和野藩 5代 ) 4.亀井姦胤 (津和野藩 6代 )



1.亀井矩貞 (津不H野藩 7代 ) 2.亀井矩賢 (津和野藩 8代 )

3.亀井蒐尚 (津和野藩 9代 ) 4.亀井弦方 (津和野落 10代 )
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要約  |:
墓所を形成するための石垣が確認された

藩主の墓石
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